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はじめに

A. v.フンボルトは 1769:fi三に生まれた.彼の生誕200年を記念して， 1969年ボンの A.v.フンボルト

財団は WA.v.フンボノレト 業績と世界的価値(Alexanderv. Humboldt "¥ヘTerkund "\iVeltgeltung)~ 

なる記念出版物を刊行した.財団会長であり， ノーベノレ物理学賞受賞者で、ある故 W ハイゼンベノレク，

現代のフンボルトとまでいわれた故 c.トローノレら 10名の著者が寄稿している.その序言に財団事務

総長 Hei川 ichPfeifferは次のように述べている. r世界旅行家と研究者，科学の組織者と保護者であ

るアレキサンダー・フォン・フンボルトは， 自然科学と精神科学に同じ程度に影響を与えた.彼の名

前と業績は今日西ドイツでよりも外国でより有名となっており，西ドイツではアレキアンダーは多く

の場合兄グイノレヘノレムとその教育理念の影にかくれがちである. アレキサンダー・フォン・フンボル

トがかくも多くの科学分野に与えた，また今日もなお影響力をもっている，彼の影響と豊かな刺激と

は，新たに記憶さるべきものである。」と結び， 出)仮に当たり当代|抱一のフンボノレト研究家であるボ

ン大学教授 HannoBeckに謝辞を述べている. 1973年，ボン大学での 1 年11~1 の研究後帰国に当たれ

ベック教授に翻訳の意を伝え，帰国後補足のお手紙をいただきながら，無力と定、慢から13年が経過し

てしまった.

日.ベックは生誕200年記念出版の中に 2篤「アレキサンダー・フォン・フンボルトの談話に寄せ

て (Him:veiseauf Gespr己cheAJexander V011 Humboldts)j， rアレキサンダー・フォン・フンボル

ト研究史(Zu1'Geschichte der Alexander-von-Humboldt-Forschu時 )jを害稿している.他の 8篇は，

「現代における世界的科学教育についてj，IA. v.フンボルトと哲学j，I A. v. フンボノレトにおける文

と自然科学の統合j，rラテンアメリカの芸術家風描写にとっての A.v フンボノレトの意味J，r“コ
スモス"と“景観" --A. v.フンボノレトおよび20世紀のフンボルトの地理的解釈におけるコスモロ

ギー)鼠かっ景観相貌的思考の動機j，r生物学者としての A.v.フンボノレトJ，1植物の生活形態一一今
日の生態学的観点でみた A.v フンボノレトのイデーj，r全世界におけるフンボルト兄弟の名前j，rA. 
v.フンボノレトとアメリカ合衆国J.

H.ベックの IA.v. フンボノレト研究史」をみればわかるように， フンボノレトに関する研究はすで

に彼の存命1=/=1からかなり多数あり，没後彼が書簡の公表を遺言によって禁じたために中断したが，以

後堰を切った洪水のごとく，ほとんど無数といっていいくらい， ドイツ，フランス，イギリスフアメ

リカ， ラテンアメリカ諸国で発表されている.

日本では野i間三郎が戦前に研究に着手したものの，戦後は岩田慶治の研究など散発的であった. 1 C) 
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59年に「フンボノレト・リッター 100年祭jが東京地学協会， 日本地理学会共催で、記念式典・講演会が上

野陣物館講堂で開かれた. I司会図書館から A.フンボルト， C.リッターの古めかしい著者を借り出し

て，上野博物館に展示する山本正三さんを訳者の一人佐々木は大学院 2 年生時に手伝った• M/j~義で開

いたことしかなかった大著の数々をi眼前にして，胸を躍らせ， iいつかこんなものを読めるようにな

るだろうか」と考えたものだった. この機会に日本地留学会から iHUlVIBOLDTRITTER 100Jな

る29頁の小冊子が出され，地理4巻 3号 (1959年 3月)で A.v.ブンボルト特集を企画し，野間三郎，

西)11治，岩田慶治，八杉竜一，前島郁雄らがフンボノレトの紹介に努めたその後70年代に大森道子，

岩田慶治らのフンボルト研究や紹介があるが，地理学者の目に止ることは少ないまま，現代の日本地

理学界ではフンボノレトのぞlは忘れ去られようとしている.むしろ科学史・生態学・文化人類学・国際

関係論などの新しい分野でフンボノレトは注目され，研究の対象となっているようである. 日本地理学

会には「脱伝統地理学が進歩Jである， との嵐湖が伝統として定着しつつあるようにみえ，環境論・

景観論・集落形態論などは，他分野での評価によって地理学会に逆輸入されているものがでてきた

比較文学の例で分るように，学問・文化とは多分にそのような性質をもっているものであろうが，一

つの事1罰をかなり深めてから新しいテーマに移った方が成果が大きいようである.

ここに訳出する H.ベックのフンボルト研究は，通りーぺんのフンボノレトの人生航路と業績の紹介

ではなくて，苦労して集めたフンボルトと関係あった人々の書簡などであり，彼の人となりや，彼の

思想が形成された環境が理解できて非常に有効である.ベックは「フンボルト研究史jの最後に「た

だ単に専門科学の面だけを見て， ブンボノレトの人生と業績と結び、ついている特別な人間性，彼の援助

と芸術保護を見ない人は，盲目であるJ， と結んでいる. 当時のプロイセンの貴族がそうであったよ

うに，家庭教師によって教育され， しばしば個人的に教師や学者に家庭に来てもらって話しを開く

くPrivatkolleg) ことがしばしばあった.日.ベックの近著で『大旅行家』の姉妹篇である『大地理学

者Jの14コで， iアレキサンダーは兄ヴイノレヘノレムと共にクリスチアン・ヴィノレヘノレム・ドーム家での

個人訴義を聞いたとき，当時優れたピュツシングの政治地理学を初めて瞥見した. ドームは1777-79

年にパロック時代最大の旅行家エンゲノレベルト・ケンプファーの日本に関する著作を出版していたの

で，興味津津たる島国の名がアレキサンダーをして初めて地理的な諸々の関係に興味を抱かせること

になったこの刺激が後に熱帯への秘めた牽引力を強化していったj と書かれており， 日本一南米一

フンボルトの不思議な結び付きに驚かされる.彼の母方の血がフランス・スコットランド系であるこ

ともコスモスの著者にふさわしく 60歳にして馬車に揺られながら全行程 1万 8，000キロのロシア，中

央アジアの旅をした強じんな精神力は，まさに「科学の帝王J，i最後の万能科学者Jと呼ばれるにふ

さわしいものである.

1802年，南米旅行からの帰途アメリカ合衆国にほんのちょっと立ち寄り p ジェファーソン大統領に

歓迎されて親交を結んだが，以後当時文化的後進国アメリカの要人のポツダムへのフンボルト詣では

続く.後のハーグァード大学創立者，アメリカ学士院会長，アメリカ地理・統計学会会長，芸術家，

作家，パナマ鉄道創設者，ジァーナリスト，大公使，前大統領フィルモア，銀行家……，枚挙にいと

まがない.アメリカの VIPがヨーロッパへ来る際にフンボノレトに会見して帰ることこそ最大の名誉
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であり， 目的でもあった.世界の知性と科学の中心であり，その偉大さは今日の世界で比肩できる人

物を見出すのが困難である.その彼がアメワカの黒人奴隷制に強い反J誌を抱いている手紙を出したり，

ロシアの上層・下層の二重の階層差の大きさにいらだちを覚えるなど，当時としてはラディカノレ思想、

の持主であった.客観的に物を見ょうとする者には，社会の矛盾もまた自然現象と同様に，よく見え

たのであろう.南米独立の父シモン・ボリパノレにイタリアで会って以来熱い声援を送ってきた.

言語学者であり， I日ベルリン大学創立者である兄ヴッルへノレムについては亀山健吉による『フンボ

ノレト〈中公新書)jが出されている. 兄以上に大きな科学上の業績を残しながら，未だ日本では大地

理学者・自然地理学の確立者としか扱われていないアレキサンダーの研究は深められる必要があろう.

筑波大学で、は文部省特別助成金で， フンボノレトの著作「新大陸の熱帯地域への旅行 (Voyageaux 

regions eq uinoxiales du nouveau continent， 1805-1834) J 29巻， および HelenMaria ¥Villiams 

による英訳「個人談話 (PersonalN arre川veof Tra vels to the eq uinocial regions of the new 

contine凶 duri時 theyears， 1799-1804)J 5巻の浩i拾を， 1984年度に 340.8万円で;u辞入した.通称

J南米旅行Jと呼ばれる 30巻の大著はノξリで出版されたが，第 4巻は計画はされたものの，出版され

ることはなかった. 1970年よりこの大著はアムステノレダムの Theab・umObis Terrarum t=lこよりファ

クシミリで再版されて，筑波大学中央図書館に納入されたことは喜しいことである.

ベックの原文やフンボノレトの書簡中に多くの人名がでてくるので，理解し易いように(訳注〉とし

て，訳者の注を付した 訳注は次の三点を参考にした.

Hanno Beck (1961) : Alexander VOI1 HumboJdt， Ba吋 II. F. Steiner， Wiesbaden 

Ch シンガー著，伊東俊太郎・木村陽二郎・平田寛訳(1968): W科学思想、のあゆみ』岩波書)~~~ • 

手塚富雄 (1963): Wドイツ文学案内』岩波文庫5jIJill}• 

アレキサンダー・フォン・フンボルト研究の歴史句。

アレキサンダー・フォン・フンボルト (Alexandervon HumboJdt)について考えることは，アレ

キサンダー・フォン・フンボルト自身とほぼ向じくらい古くから行われてきた.兄グイノレヘノレム (¥Vil-

helm) とその妻カロリーネ (Car叶 ine)， 実家の姓はフォン・ダッへレーデン (vonDacherりdeめ，

のように心理的に天分豊かな観察者や， シラー (Schiller)， ゲーテ (Goethe)のように人情に通じ

た人たち，またハノレデ、ンベルク (Harde凶 erg)(訳注:1750~ 1822， プロイセン宰相)， シュタイン

(Stein) (訳注:1757 ~ 1831， 政治家)， メッテルエッヒ (.Metternich)(訳注:1773~ 1859， オース

トリア宰相)， ゲンツ (Gentz)(訳注:1764---1832， フンボノレト兄弟の幼なじみで政治家〉のように

高い地位にいる政治家たちが，アレキサンダーの本質を究めようと何回も試みてきた.彼らが明らか

にした記述では，われわれにしばしば水晶のように透明な概観を与えてくれる. この透明さによって，

われわれ一人の人間の謎が始まるどんな境界までも，きわめて深く洞察することができるのである.

これらの深い考察の例はかなりたくさん残されているわ. これらの人たちがもっていた見解は，今日

までも刺激となり，また課題となっている.彼らの見解は，一人の天才に関するその時々の考察を，

フンボルトの生涯と業績についてのより計画的な研究へと発展させていくことに貢献してきた‘
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フンボルト研究について概観してみると， ブンボノレトについての従来の理解と認識がはっきりして

くる.われわれは， ガイドラインによりかからざるをえないフンボノレト研究の報告からへ重要なこ

とを汲み取ることができる.重要なこととは，同時代の人び、ととのつながり，歴史的瞬間の利，個別

化と統合，地理的伝統の連続性， 自由と仰圧，個々の研究者のイデオロギー上の強調と傾倒の程度な

どである.

アレキサンダー・フォン・フンボノレトが生きていた時代に，すでに彼の人格や業績についての考察

がなされていたが，彼の世界的名声は確立し，ますます大きくなり， 2 lillの世界大戦と技術のもつ魅

力が増したにもかかわらず，彼の名声は維持されてきた.系統的に歴史的把握を試みることはもちろ

ん行われなかったし，彼の生存1:]コもその機会はなかった.初期の伝記は，彼の旅行について詳しく描

写した-Hllの本にまとめられへ何の問題もなく出版された. 1859年 5月61ヨのフンボノレトの死をも

って初めて，多くの人たちをよりはっきりした信奉へと駆り立てた.そのうえこうした追憶の言葉の

いくつかは，その言葉がなおフンボルトとの生の交際に際して述べられたものであり 4九歴史的，修

辞学的な証言としての価値を保ってきた

フンボルトは， 1841年 5月10日付けの遺言状の1:]コで，伝記を書くことをすべて禁止したため，親類

や友人は彼の死後しばらくは「個人間の書簡の出版Jをひかえていため. 多くの生存中の人物が， さ

らし物にされたり 11)国笑されたりすることが予想されるのは確であった. このタブーは，早くもフアノレ

ンハーゲン・フォン・エンゼ (Varnhagenvon Ense) (訳注:1785~ 1858， フンボルトの友人で作

家〉の姪であるルドミラ・アッシング (LudmillaAssing)によって破られたs) 彼女の書物は当時も

注目されたが，当時の宮廷社会における影響を考えるならば，現在なお一層注目に値する.最近ーまで

往復書簡集7)のみが相次いで出版されてきた一一われわれは今なお完全を期待することはできないし，

またそれに到達することもできないであろう.あまりに多くの書簡が紛失されてしまったし，また他

人的な理由からますます表に出されなくなってしまったからである.

1869年フンボノレトの生誕 100年に触れた時，その陳述において， しばしばより明僚にして， より批

判的で『あったが， もはやすでに典拠の新鮮さは尽きてしまっていたことを，人々は予想していた.再

度いくつかの回想録8)が，他の無批判で，無方針な寄稿を圧していた. 1864年〈訳注:ドイツーデン

マーク戦争〉と 1866~q三(訳注:プロイセンーオーストリー戦争〉の戦争は，生誕 100年が来るのを一

時的に忘れさせてしまったが， その後， 1869年の記念すべき年以前に， 科学的な原理に則った最初

のブンボノレトの伝記についての計画が明らかにされた. 1868年 9月 18日カーノレ・ブノレーンス (Karl

Brulins) (訳注:ライプチヒ大学天文学教授〉はドレスデンにおける自然科学者会議の誌演において，

フンボルトの生誕 100年が来ることを取りあげ， I徹底的な伝記が不足していることJを主張した.

「彼と1lilll人的な交際があり，彼の本質について今なおきわめて生々しい思い出をもっ人々の数がどん

どん少なくなっているので， 徹底的な伝記がないことがなおさら遺憾なことであるJ. ライプチヒの

F. A.ブロックハウス出版社は， ブ、ノレーンスがそれを書くならば， フンボルトについての著書を出版

することを申し出た. ブノレーンス自身は次のように述べている. Iこの申し出によって私は， アンボ

ノレトの活動のあらゆる側面を掲載した伝記をまとめるために，何人かの学者を集めるという考えと決
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意が心の I~:tに熟してきた.当時は，科学に大きな功績のあった人のために，故郷のIíITにブロンズ裂の

記念碑を建てることを未だ、思いつかなかっただけに，一層私にとって彼の生誕 100年は， こうした学

術上の記念事業を開始する適切な時点であるように思えた」 友だち， フンボルト家の人々，個人的

に持っている人々が，非常に多くの書簡を用だててくれたので，実際には一部分のみが利用されたに

過なかった カール・ブルーンスは新たに手を伸ばして，彼の下に集まった書簡を一冊の大きな書簡

集の形で親しめるようにしようとしたが，この計i鴎は残念ながら失敗した.失敗していなかったら，

彼はその問にかなりの書簡の紛失をわれわれのために防いでくれたで、あろう.書簡が紛失したため，

可能な限り尽くしたどんな書簡集でも，一|新片としか認めてもらえない.

ブルーンスによって編集され，手を加えられた書物は， 1870/71年の戦争〈訳注:普仏戦争〉のた

めいく分遅れて， 1872年に出版された. 18691i三の生誕100年には遅れた寄稿として出たわけであるが，

1869年はまことに具合の悪い年であったフンボノレトは強力な支柱のように， ドイツ・フランス間の

橋を確保するように努力してきた.普仏戦争はこの関係をまっ先に被壊し，たしかに巨大なドイツ帝

国を形成させたが，ひどく表面的な帝国であり，それによってこの書物もまた損じられた. カーノレ・

フツレーンスは職人から努力して天文学者に出世し， フンボノレトをなお個人的に知っていたが， この書

物の編集者になった. この書物は今までの伝記の伝統には決して基づくものとはなりえなかった. ブ

ンボノレトは多面的であった一一これは疑問の余地がない一一.それゆえに書物が注目分化され， I共著

による伝記9)J となっても仕方がないよう~こ思われた. ブルーンスはこの書物の筆者ではなく， その

編集者であった. このことは最近まで， しばしば見落とされてきた.彼は，主要な筆者であるユリウ

ス・レーヴェンベルク(JuliusLりwenberg)(訳注:1800~ 1893， 7ンボノレト研究家)， ロベルト・ア

ヴェーラノレマン (EolertAve-Lallemant) (訳注:1812--1884，医師で研究旅行家)，アルフレッド・

ドーフェ (AIfedDove) (訳注:1844~ 1916， プレスラウ大学史学教授〉のように非常に多様な人々

に本当に自由に思いどおりにさせた.この書物は決しでまとまったものではない.それにもかかわら

ずしばしばこの「功績の多い敬皮な書物」は，フンボルトの多様な活動のために，ただ多くの著者た

ちに共同で伝記を書かせたといわれてきた. フェノレデ、イナント・グレゴロフィウス(FerdinantGrego-

rovius)は次のように記している. I資料の量が，まさしく科学的な見地から伝記の研究を分業で行

う必要性を生じさせた.そしてこの分業が，個々の部分を取り扱う際の大きな特色にならなくてはい

けなかった10)J.非常に多くの資料が提供され，公にされたので，それまでに出ていた小さな伝記は，

資料がより完備されたというだけで凌駕された. しかしすでにこの著書の形態には，編集者が調整で

きなかった飛躍が認められる.たとえばユリウス・レーヴェンベノレク(JuliusLりwenberg)は， 1829 

年のフンボルトのロシア旅行を，すでに1804年に終了したアメリカ探検と密接に関連づけて取りあげ

ている. この書物はよく引用されるが，全部読まれることは稀であった.今では，ありとあらゆる異

論よりも感謝の念の方が強く，系統的なフシボルト研究の最初の試みとしてのこの著書は， 191ft紀の

知識の源泉であり，事実次の研究の出発点となったという意見が出されている. ブノレーンスの編集で

は，アノレフレッド・ドーフェがアンボルトの生涯の結末について記述することを任された. ドーフェ

は理解力なしという神髄を露呈し11にそれ以来，彼には厳しい反対意見が持ち込まれることになっ
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た12) それでも彼の寄:稿は，文学上はあらゆる点できわめて読む価値のあるものであり，またきわめ

て根拠のあるものである.彼は， ブンボルトと親交のあった著名な気象学者ノ¥インリヒ・ヴィルヘノレ

ム・ドーフェ (HeinrichvVilhelm Dove) (訳注:1803~ 1879，ベルリン大学物理学教授，プロイセ

ン気象研究所所長)の息子であるにもかかわらず，ゲーテによって明らかに価値を認められた人物の

科学的な業績や，実際の成果に対する理解が驚くほど欠けていた咽一一第 3巻は，あらゆる分野にお

けるフンボルトの科学的業績についての分析から成っている すぐれた専門家たちによるこれらの寄

稿もまた，今でも教訓|的な証言を少しも失わなかったし，ますますわれわれの注目に値する一一一これ

らには同時代の証言が忠実に保存されているという理由だけであるが.

そのうちに個々の有:稿の中には，地理学上の位置付けに関する一連の試論が出された. しばしばフ

ンボルトを取りあげているオスカー・ペシェノレ (OscarPeschel)は地理学者であり， フVレーンスの審

物の第 3巻についても協力した. 彼はそこでとくに次のように確認している. Iアレキサンダー・フ

ォン・フンボルトの偉大さは，彼以前の時代にはただ土地に関する知識 Ortsl王unde(トポグラフィ-

Topographiのであった地理学 Erdkundeを，多様な新しい課題を加えて豊富なものとし，地表空間

の自然科学 Naturkundeにまで高めたことにある. この意味で， われわれは彼の業績の全体像を描

くことを強いられよう. というのは，彼の生理学研究という唯一の例外はあっても，彼が科学を促進

させるために貢献したことすべてが， 地理学の奨励であるとも考えられるからであるJ. これによっ

てペシェルは，明らかに地理学におけるフンボノレトの科学上不滅な業績を考察することに同意したわ

けであり，同時に注目すべき，またもちろん根拠のある見解を明らかにしたのであった 彼はフンボ

ルト研究に，きわめて価値の高い認識につながる将来の展望を与えたのであった. この時以来， ドイ

ツの地理学者たちのフンボルトとの中断することのない議論の鎖を生み出してきた. この鎖はその不

変性と，鎖を構成する環の多さなどの嫌々な理由から，問題を提起してくれているはずである 13) ア

レキサンダー・フォン・フンボノレト以後の人々の中で，彼を地理学の重要な代表者として賛嘆しない

ような偉大な地理学者はいない.偉大な医学者・物理学者・天文学者・数学者・化学者としての彼は，

その個別科学上の多様な業績にもかかわらず，これらは問題にはならなかった.たとえば天文学〈経

緯度の測定など〉や歴史の記述についての彼の商期的な業績は，常に彼の地理的観念、の世界と解きが

たい関係にある. これらの特色を明らかにすることは，現在でも確かにきわめて重要な研究課題であ

る.

フマノレーンスの伝記が引き起こしたうずには， これ以上適切な貢献はなかった. 1871年の帝国建設は，

国粋思想に明らかに合致しているとみられるグイノレヘノレム・フォン・フンボルトを重視させるように

なった. アノレパート・ライツマン (Albert Leitzmann山)(訳注:1867 ~ 1950，イエナ大学ドイツ文

学教授， フンボノレト研究家〉はこの時代に，基礎的なグイノレヘノレム・フォン・フンボルト研究とゲオ

ルグ・フオノレスター (GeorgForster)研究を出版したが， われわれはこれらの研究に満足すること

はできない.書簡の出版はみな，弟アレキサンダーに関する新しい指摘も含んでいたので，彼の周囲

の世界へ新たな光が当てられ， どんな点でも研究をさらに前進させる結果となった.7レキサシダJ

の人気はその問にもほとんど力を失わなかったが，兄ヴイノレへ/レムにふさわしい歴史的研究は生まれ
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なかった.個々の書簡集が多くの功績を伴って出版されたにもかかわらず，第二ドイツ帝国において

も， ヴァイマーノレ共和国15)においてもこうした事実は少しも変わらず，まさにこのフンボルトにとっ

て好意的な，確固とした伝統がはぐくまれてきた.

フンボルトの業績をうわべだけでも知っている者はみな，彼が第三帝国の船首像として利用されな

かったことに気付いている.それでも国家社会主義の文学史家であったグアノレター・リンデ、ン (VVal-

ther Lindeの博ゴ二は， とくに1940年に，当時広く行われていたドイツ史の「新たな理解Jを実行する

に際し，大ヨーロッパ空1'1司という新しい「世界像jへフンボノレトという人物を組み込んだ. リンデン

は非常に博識であったが， しかし彼の著書は，これ以上困ることはないが，著しい誤解さえしている

のである.つまり， フンボルトをこのi時代の仁|コで描写できるように， フンボノレトの本質的な特色や彼

の思想の特色については無視しなくてはならなかった. この著書は1945年以後再び出版されたが，こ

の時には結論だけは改めなくてはならなかった16) 私がこの本を公平に見ても一一この木が客観的に

書かれたと思われていたとは/ 第三帝国では，フンボルトをその生涯と業績のすべてにおいて評価

することはできなかった.

1945年以降になってようやくフンボルト研究に大きなチャンスがおとずれた.多くの都市と文化的

な記念物が破壊され一一それと共に多数のフンボルトの書簡や記念物も破壊された. しかし，予想外

に多くのものが保存されていた. この欠乏の時代に，再びフンボルト研:究が始まった. 1945~~三以後ま

もなくいくつかの寄稿17)や，粗悪な紙に印刷された何冊かの著書問が出版されたが，これらの著者た

ちの間には何の連絡もなかった占領地区の境界が引かれ， ドイツは分割された.いくつかの， しば

しば思いがけない場所で，フンボルト~こついての純粋な関心が再三荷.12.9燃え上がった.私自身経験し

たことであるが，ハインリヒ・シュミットヘンナー (HeinrichSchmittheliner)はすでに1947年にマ

ーノレブノレクにおいて，系統立ったフンボルト研究を始める計画を意図的に進めていた. 1949年12月7

日におけるエノレンスト・プレーヴェ (EnstPlewe)の諮演は，地理学史での新しいブンボルト研究の

スタートを表明したように思えた19) エグアノレト・パンゼ (Ewalcl. Bai1se30))， リヒアノレト・ピッタ

ーリンク (RichardBitterling2l))， カール・ハインリヒ・ディーツェノレ (KarlHei町 ichDietze122)) 

のような何人かのフンボルトの専門家や， マリオ・クラマー (Mario，Krammer23))，へノレベノレト・ス

クノレラ (HcrbertScurla24)) の著書が活発な議論を展開させた. リヒアルト・ピッターリンクの信頼

できる寄稿がどんなに喜ばれ，歓迎されたか，今日誰が想像できるであろうか ピッターリンクは積

極的な文通を続けて，ついには地理学史とアレキサンダー・フォン・フンボノレトについて興味をもつ

あらゆる人々との意見の交換に専心した.彼は個人的にも学者たちを訪問し，ただ彼の関心ゆえに，

研究を続行するため多くを費やした.

個人が必要な書簡集出版費用を負担するのは不可能であったため， 1947年に『アレキサンダー・フ

ォン・フンボルトの談話』を出版する仕事が開始された. 195ヰ年以後は“ドイツ文芸新聞 (Deutsche

Litera turzeitung)'~ の評論25九講演や論文がフンボソレ.J-:研究をもっと大規模なものにするのに貢献し

た.その問に，<ドイツ民主共和国においても研究計画が成熟Lた.アーダルベルト・プラット (Adal-

.bert Pla土土26)) 吟ライプチヒにあるザクセン科学アカデミーで， 書簡集出版の計画を立てた. この仕



196 人文地理学研究 X

事は，次にベノレりンドイツ科学アカデミーのアレキサンダー・フォン・フンボノレト委員会〈議長:初

{勺・ノ¥ンス・エノレテノレ(HansErtel)，第 2代・エノレヴィン・シュトレーゼマン (EU¥vin Stresemaηの，

書記:フリッツ・ランゲ (Fritz 協力者・クルト-R・ビールマン (Kurt-R.Bienl1ann28))， 

イノレゼ・ヤーン(IlseJahn29)) によって受け継がれた.

フンボノレト研究は， 1959:{:!三の記念すべき年に最大の突破口を得た.多くの論文や，たった 4Hlt，合

計し172ページになるドイツの記念論文集30)， 1冊の談話集筆者の 2刊すから成る伝記32)が出版さ

れた.われわれがフンボルト・ルネッサンスを開始したことは，新聞記事， フンボノレト名のついた学

校の命名，世界の多くの国々でのフンボ、ノレト切手の発行，価値ある祭典によって証明された この記

念すべき年の準備，その出版物，会合中の出来事，たとえば向ベノレリンにおいて何はさておき公式に

VIPと認められた偽者の登場， しかしとりわけフンボノレトに対する世界的な反響から引き出された

結果が， ドイツ連邦共和国においても熱心な注目を集めた.ただこれらの出来事をもっと詳しく

るだけで、実用文化政策の小!lTl子がで、きあがり，これを読めば多くの教示が与えられるであろうに.

1959年のフンボルト記念の年は，フンボルトが個性を決して放棄しない自由な人物で、あったことを

もう一度確認させてくれた.

私の伝記は， 1945年以後主流となってきた研究上の関心事をはっきりと示している. リヒアルト・

ピッターリング，アーダノレベルト・プラットのような学者逮は，当然のことであるがフンボルトの明

らかな地理学上の業績を疑わなかった. しかし，人々はもっと正当な伝記上の評価lj， ドーフェなどに

まる否定的な評価に対する反証を要求していた.その場合に，地理学上の刺激という豊富な宝物を!~~

らかにするのが当然のように思えた. これが私の伝記研究の出発点で、ある. 1955年以来かなり多くの

講演において， フンボ、ノレトの地理学の特色を-)言明確に描いてきたが，伝記では主として他の人たち

の研究を取りあげ，典拠としなくてはならなかった.

今日， 1945年以後の情勢から生まれたiiJf究上の関心事は解決しておらず，むしろこれはすでに常識

になってしまったその結果，今では個々の人たちによって，たとえば，フンボルトをどのように分

類すべきか， といった問題が提起されている.彼はただ一般的な意味で自然研究者であったのか，彼

は最後の宇宙学者であったのか，彼は結局，地球物理学者であり，地理学者ではなかったのか，彼は

そもそも地理学者ではなくて，むしろ最後の宇宙学者だったのか? さらに，フンボルトの地理的思

考の世界が，非常に遅い時点で、形成されたことなどが信じられている.その間に研究は個々のテーマ

を取りあげたり，文書・報告の編集をすることで進められたが，これに対して突込んだ問題はただと

もかく真面白に取り上げるべきであるという主張をするという段踏に達しただけであった.方針もな

く顕微鏡的に見るのはとり わけ奇怪である.同ーの筆者が短期間のうちに次のように論述している

一一これらの見解は少なくとも事例として選んでいるのであるが一一フンボルトは「最後の宇宙学者

として，また自然を観察する科学や同時に地球科学 Erd¥vissenschaftの基礎J(1964)を築いた;

彼は「科学的地理学の創設者J(1965)である一一これは経験主義者のフンボルトを神とほぼ同列に

寵く見解である. しかし， これらの主張もまた有用である， というのは，それは共通の努力を強いる

からである.すでに非常に古くからの地理学上峰固としたその研究についての評価が定まっていない
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ならば，ベシェノレ， ラッツエノレ (Hatzel)， リッヒトホーフェン (Hichthofen)，ペンク (Penck)，ヘ

ットナー (Hettner)からへ/レマン・ラウテンザツハ(HermannLautensach)， 力一/レ・トローノレ(Carl

Troll)までの多くの偉大な人々が，簡単に思い違いをしていたことになるー しかしそのためにアレキ

サンダー・フォン・フンボルトの地理学の新しい研究の中に，多くの問題に対するカギが横たわって

いるはずである.結局はフンボルト自身が指示を与えてくれたはずであり，われわれはフンボノレトか

ら出発しなければならないのであって，われわれの願望から出発してはならない.

1969年のフンボノレト記念の年は， フンボルトの世界的名声を裏付けることになるであろう.彼にち

なんで名付けられたベルリンのドイツ科学アカデミーの委員会は，書簡集の出版を開始するであろう

し，めずらしいフンボルトの著書の新版が出されるであろう.また映画が上映され，展覧会の準備が

行われている 33) その|祭，ただ専門科学の面だけを見て，フンボルトの生涯と業績に結び、ついている

特別な人間性，彼の絶えざる援助および彼の文芸の奨励を見ない者は吉田である フンポノレトに没頭

する者はだれでも，彼の例が不毛の現代において道しるべの光となることを望んでいる.

1 )これについては，たとえば HannoBeck: Ale:ト

αnder von Hu.mboldt und 111，ι吋lw.13eit1'age Ztt 

einem geogl'aphischβn El'lebnis. Bacl Goclesberg 

1966 S. 41"""45. 参照のこと. カーノレ・グスタフ・フ

ォン・ブリンクマン (KarlGustav v. Brinkmanロ〉

あてのヴィノレヘノレム・フォン・フンボルトの書簡

{Erfurt， 1793年 3月 18日〉は注目に値するであ

ろう:Whilhe11均 vonHumboldts 13riejeαη]{α1'1 

Gustαv v. Bバnlnnann.J-:lrsσu. er1aut. v. A1bert 
o' 

Leitzmann. Leibzig 1939， S. 57/"'0../62 (Bibliothek 

cl. Lit. Vereins in Stuttgart， CCLXXXVIIl i b.._..，.........} ..._....._......_.._..................._.....， ................J 

2) Hanno Beck : I'!Ii掲 1)，S. 46"-'50. 

3)典型的なこうした取りあげ方には， Artur Friecl-

rich Bussenius Alexαnde1'むonHumboldt. Kasse1 

1853;作者不明 HermanKlencke (Alexα11de1' 

von HU7nbolboldt，s Leben '!And r+'i1'l?e11， Reisen und 

Wissen. Ein biographisclzes DenJmwl. 6. Aufl.， 

vielfach erweitert u. teilweise umgearb. v. H. 

Th. K uhne. Lei bzig 1870; 1. A ufl. 1851， 2. A ufl. 

1852， 3. Aufl. 1859) と Wilhe1m Constantin 

¥iVittwer (Alexander von Hμl1'lboldt. Sein仰 ssen-

schαjtliches Leben und Wir ken. Den F1〆eu.ndender 

Nat1'wissenschajten dピlrgestellt.Leipzig 1861)に

基づくかなり大きな初期の「伝記」がある

4)例としては CartFrieclrich Philipp v. ?vIartius 

Denkrecle auf A1exancler v. Humbolclt. Ge1esen in 

J王

c1er ]{gl. 13ayer. /1Ieαd. d. Wiss.・・・ ..J¥'Iunchen 1860. 

をあげることができょう

5) Ale:川 nde1' von HumbolcZt. Eineω臼senschαjt-

liιhe 13iograPhie ・・・・・・Bearbeitetu. hrsg. v. Kar1 

Bruhns. 3 Bc1e Leipzig 1872，ここでは:Bc1. 1 S. 

ì~ f. 

6) 13バejeυonAlexande1' von Humholdt an Va.rn帽

h付 en'voη Ense仰 sden .!a!zαhren 1827 bis 1858. 

Nebst ム4uszugen αus V(l1'nhαgen's Tα'，gebuchern 

uncZ B1'iefen von Vα1'nhαe[!en und Ande1〆nαnHμ111，聞.1 ~ ..- ~ ~ . ~ . ~~'.'." ~.-d 

holdt. Leipzig 1860; とくに :Gesp1'μhe /lle，'(αnder 

von Humholdts. Hrs!2'. in Auftra口ecler Alexancler 
o' 

von I-Iumbo1c1t-Kolnmission c1. Deut. Akacl. c1. 

V¥liss. zu Berlin v. Hanno Beck. Berlin 1959 S. 

156， この著書はどスマルクの評価も一緒に行って

いるようである.: S. 239 f.; Karl Bruhns前掲 5)

Bd. I S. i'lI f.ここでも 1861年 5月の「生きている

i友つぼファノレンハーゲンとフンボルトjというフリ

ードリヒ・へーベノレ (FriedrichHebbel)の見解

(Tagebuιhe1' in Vie1' Baη山肌 Leipzig0.].， S. 214) 

は興味深い.

7)往復書簡:次に述べる人々との Var山 agen(18 

60)，ある若い友人(1861)， Heinrich Berghaus (18 

63)， Correspondance ineclite (2 Bcle. 1865， 1869)， 

Marc-A uguste Pictet (1868)， Christian Carl Jo-

sias Freiherrn v. Bunsen (1869)， Georg Graf v. 
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Cancrin (1869)， Goethe (1876)， Gaussとの (18

77)， Wi1he1m (1880)， ¥iVilhelm Galコriel¥iVegener 

(1896)， Lettres amer・icaines (1905)， Francois 

Arago (1907)， Goethe (1909)， Ignaz v. Olfers 

(1引の， Letters ineclites (Bonp1and) (1914)，プ

ロイセン王室 (1928)，Achille Valencienns (1964); 

全集はベルリンドイツ科学アカデミーアレキサン夕、、

ー・フォンーフンボルト委員会によって準備中である

8)たとえば HeinrichVVilhe1m Dove Gecl註cl花田

nissrecle auf A1exander ¥'on Humbolclt. Gehalten 

in der offent1ichen Sitzung cler Konigl. Preu-

ssischen Akaclemie cler ¥礼7issenschaftenzu Berlin 

am 1. J uli， clem Leibnitztage des Jahres 1869. 

Berlin 1869. 

9)アノレブレッド・ドーフェの表現 Bruhns前掲5)

Bcl. II S. 480. 

10) J3l'iefe Alexandel"s 1-'011. Hwnboldet an seinen 

βruder fAlilhelm. Hrsg. von cler Familie von Hum-

bo1clt in Ottmachau. Stuttgart 1880， S. LXXXII. 

編集者は FerclinandGregorovius;彼の考え方に

反論するの辻簡単である.フリードリヒ・マイネッケ

(Friedrich Meinecke)はこれに対して次のように

述べている.r何人かの専門家が，彼らの中にはこ
の本の一風変った父がいるのであるが，アンボノレト

モノクラフ

の科学的活動のさまざまな側面を論文風に取り扱っ

ているこの書物(ブノレーンスによって編集されたフ

ンボルトの伝記〉において，畢莞全経歴の一部にあ

たる， とくに1829年以降のベルリン時代のみを記載

しなくてはならないとは，芸術上全く有難くない課

題であった. ドーフェは災をiI去じて福となしたが，

きちんと，すべての糸をしっかりと包括してまとめ

た統一ある記述を断念し，その代わりに英雄の生涯，

性格，環境を一連の自由な舞台の上で繰り広げた.

これらは，すぐれた文化史上の特性のj苗写にはなり

得たが，伝記上は本論を離れた副次的なことを取り

あける結果となったよ Friedrich.Meinecke: Alfrecl 

Dove. Hist. Zeitschr. 116 (1916) S. 69"-"'100，こ

こでは S.75 f.一一一1912'9三10月18日におけるパーデ

ンJ~史委員会での乾杯の辞に傑してドーフェは，彼

自身の人物描写を次のよう(こ行っている:r r私は
本来学者ではなく，生まれながらの作家であるが，

ただ 2[e]だけ困ったことに学者に帰化させられた.

最初は40年前にライプチヒにおいてであった そこ

で私は，結婚後，教授であった父と義理の父とに非

常にすすめられて，グスタフ・フライターク (Gus-

ta v Freytag)と共にジャーナリストとして楽しく

過ごしていた.しかし私は，将来の生活を保証する

ために大学教授の資格を得たかった.ちょうど私は

若くして，アレキサンダー・フォン・フンボノレトに

ついての{云吉田計究を出した. フライタークは，岩見切

にも教授資格の業績としてこれに注目した 彼はそ

こで，誰もが模範としていた哲学科の道徳的な翼兵

ゲ、オノレグ・クノレティウス (GeorgCurtius)に問い

合わせてくれた.彼はたいへん親切に，しかしきわ

めて正確に， もし私が教授資格をとっているならば，

彼らは私を教授に推薦できるが，それによって講師

にすることはできない・…・・と答えてくれたJ;前掲

1916， S. 77 f.一一ドイツの歴史の記述には「共著

による伝記」という伝統が全くなく，いつも一人の

人物が一冊の伝記の責任を負わなくてはならなかっ

た.これについてはHannoBeck: Die schopferische 

Zweiheit. Humbolclt. RevistαPα.1'αel mundo ibe-

rico 2 (1961) S. 71"-'74. 参照.

11)アノレフレッド・ドーフェは次のように記している:

「われわれの科学的認識は直接ブンボルトにその発

達を負うている一一これがこの伝記の批判とする部

分になるであろう一一こうした発達は大した苦労を

せずに挙げられるし，評価することもできる・・…・彼

の業績の価値をこのように特別に考察することは，

まだ今日では専門家のほぼ唯一の所有権となってい

るが，将来いつかは後世の素人にもわかるであろう

と見込まれている……また精神的な成長も，アレ

キサンダー・フォン・フンボルトにおいては認めな

いであろう.こうした賞くもあり卑しくもある特色

が，彼の長い“波乱に富んだ生涯"の問中，彼につ

きまとっているJ. (Bruhns，前掲5)Bd. 1I S. 48し

482， 483). 

12)ここではヱノレンスト・プレヴェ (ErnstP1ewe) 

の意見を引用することで十分であろう:r1870年のー

伝記では，しかし彼(フンボルト〉に“官廷民主主

義者"の極印を押した.半分は弁護的であるが，し

かし主義をもたないという非難を明らさまに言い表

わしているのである.・…・・何が彼を避けるのか，何も

ない/ 彼はぶかっこうな老人であり，画家や写真

家にとってはもうからない題材であった彼は研究

者ではなく収集家であり，彼の時伐の光線を集める

ためのゆがんだレンズであった. しかしこの収集自.

体は失敗であった. というのはそれは美的な観点と

記載，そして科学的な意図とが無用に混在すること

になったからである， とあてにならない低劣な一人
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の美文家は書き下した. プロイセン勲章 derpour teur， 37) Leipzig 1927 (1コesorgtvon Paul Alfred 

1e meriteをもっ特権階級を得るための彼の不i事rrの 1¥1erbach); Duych da s ho戸sclzeSudαme九l?α.Aus 

努力は，宮廷風という外来の特別な主義を科学へも Alex仰 1，dβずりon HU，j1~boldts Beバchtenuber seille 

たらし，科学を分解した.また人間としての彼は， Reise in die Aeq山 nol?tial-Gegendendes neμen l{on-

ただ、主主細な人にすぎない.“1，000の狭量な顧慮や低 tinents. Ausgewah1t ¥'. W. F. Burr. BerlinjLeipzig 

い評価によって濁らされてしまった社会的存在の日 1926; Natur-und Ru付加ノschilderungen.A usgew. 

常の問題についての把握は，純粋に人間的な高い世 ¥'. eingel. ¥'. Karl Heinrich Dietzel. Leipzig 1924; 

界観とは厳しい対照をなしている" "~宥神的な成長 前掲 7)，前掲13)も参照のこと

をもアレキサンダー・フォン・フンボルトにおいては 16) 1940年の結論では次のように述べている. i1939 

認めないであろう"事実，誰も彼の名前がもっ栄 年から1940年に変わる砲声の最中に，最初のドイツ

光をとがめなかったい“特別に考察することが見 帝国研究船が造船台から離れた.この船は，科学に

込まれている"(とくにフンボノレトが{可の意味もも きわめて高い地位を与えた人の名である“アレキサ

たなかったことを)，“いつかは後世の素人にもわか ンダー・フォン・フンボ、ノレト"という名前がつけら

るであろうー・・ー" このような中傷に直面し，フン れ，人間性を助成し，民族を結合する力として，ま

ボルトの深いため息がどんなに正当にひびくことか， た永久に復活する生命を信ずる告知者として兼ねそ

重要な対象について気楽な話しができる人は，ベノレ なえるべき，科学上の特色ある態度をもった芸術上

リン中で三人いないであろうに.すべてまさしくド の生き者であったJ. (前掲 S.91)一一ブンボルト

イツ的であるが， Jl旬がむかむかするJ エノレンスい が人種上の高慢さを拒否しているなどは完全に隠さ

プレグェのこの考え方はどんな場合でも正当である. れてしまった.

アルフレッド・ドーフェがどんなに伝記の高慢さの 17)たとえば Luclwig Koegel: Alexander ¥'on 

奴隷であったかは決して見落とせない.他の人々も Humbo1dt a1s Geograph. l{osmos 43 (1947) S. 

また同じように否定しているので一一ー彼らの中では 101'""'102; Hanno Beck: Ein Ehrenburger der 

たとえばカーノレ・トローノレ〈仁arlTro11) (1959) Erde. A. ¥'. Humbo1dt uncl seine Bedeutl1ng. 

も一一，お仰とふれて変化する見解には根拠がない Werrα-R附 I.dschau1. Nr. 76 ¥'. 19. 9. 1948， S. 8; 

と私は患っている. ドーフェの確認は悪意のないも Mario Krammer : Ein Burger z¥Veier ¥iVe1teロ.Zur 

のであり，決して名誉き損にはならないであろう 19. Vilieclerkehr ¥'on Alexancler ¥'on Humbo1clts 

Ernst P1eλve : A1exander ¥'on Hl1l1lbo1clt. Rede Todestag am 6. 5. 1859. 13erlin Heft j. geistiges 

zur feierlichen lmmatrikulabon a. cl. Wirtschafts- Leben 4 (1949) S. 599""""601. 

F hochsch. Nlannheim am 7. Dez. 1949 (Schrif- 1凶8)次のような著書がある :Wil山l日1y1¥1ωbus仁:Ale臥λxα仰7仰1dωer

t白en町r.d.羽W日1r抗ts叩chaft臼shochs記ch.Mannheim，日 2の) vω01'悦1， Hμ仰mbωold山t，dι白l'λJlIl白OηmαωT何Fιchdゐ8γ はTtVisロse問?η1Sμchaαげ1tμ6η

Heiclelberg 1951， S. 33 f.; Bruhns，前掲5)Bcl. λ!Jit einer Auswαhl仰 sAlexander von Hu.mboldts 

III S. 186. 5ιhrifte?も.Ber1in， Stuttgart 1948; Frieclrich JVJa t-

13) Lothar D白:ing: Wesen uncl Al1fgabe cler Geo- tick : Entwick111ngsstufen im Denken A1exancler 

raphie bei A1exancler von Hl1mbolclt. Diss.Frank- ¥'on HUIubo1clts ¥'on seiner Amerikareise， claト

furt a. 1¥1. o. J.; Frαηlザu1'terGeogr. Hefte 5 (19 gestellt an H:llld seiner Eeizphysio10gie. 1947 

31) H. 1参照(1¥1泊nchen，Mecl. Diss.); Euclo1f Borch: Alexαnder 

14)直接アレキサンダー・フォン・フンボノレト研究に von HU11'lboldt. Sein Leben in Selbstzeugniss仰，

関係する彼の研究からここでは選んでいる.注 7) Briej;印 undBerichtel1. Ber1in 1948. 

に挙げた βriefwechselA. v. Hu，mboldts mit TVil- 19)前掲12)参照.

hel111. Gαbriel Wege1' (1896)， Georg und The1'ese 20) Ewa1d Banse: A1exancler von Humboldt. Eine 

Forstιγ und die Bruder HUl1Zboldt. Urkunclen uncl moclerne Stuclie. Deutsche Ruηdschau 45 (1918) 

Umrisse v. A1bert Leitzmann. Bonn 1936. S. 90"'-'128; clers. : Alexande1' von Humbolat. Er-
アンソロジー

15)当時は， とりわけ旅行記の詞花集として，たいて schliesser ei1wr neuel1 TVeZt (Grosse Na turforscher， 

いは紹介を備えたハウフ(Hauff)の編集による抜粋 14). Stuttgart 1953. 

が出版された :In Sudamerika (Eeisen: uncl Aben- 21) Richard Bitterling : A1exancler ¥'0ロHumboldts
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Amerikareise in zeitgenossischer Darstellung. Zur Gauss. Wiss. Zeitsιh1'. d. Humboldt-Univ. zu Ber-

150. Wiederkehr des Reiseabschlusses aus dem f.in. l¥1ath.-naturwiss. Heihe VJll (1958/59) S. 

Franz. ubers u. eingel. Petermαnns Geogr. 1¥litt. 121rv130; ders Ueber die Forderung deutscher 

98 (1954) S. 161rov171. Mathematiker durch Alexander ¥'On Humboldt. 

22)カーノレ・ノ¥インリヒ・ディーツェノレは最後の iごイ Alexander von Humboldt ...... Berlin 1959 S. 83 

ツの植民地;理学者であり， 1946年以来マーノレプ、ノレク rv160; ders : Johann Peter Gustav Lejeune Di-

大学の演習においてしばしばアレキサンダーに言及 richlet. Dokumente fur sein Leben uncl ¥iVirken. 

している.彼はすでに1924年に前掲15)にあげた書 (Zum 100. Todestag; Abh. d. Dt. Akacl. c1. Wiss. 

物を編集している znBerlin. Klass f. Math.， Physik u. Technik Jg. 

23) J¥1ario Krammer : Alexander ¥'on Humbolclt. 1959， Nr. 2) Berlin 1959. 

Mensch， Zeit， Werk. Berlin/lVlunchen 1951. 29) Ilse Jahn : Die physiologischen Experimente 

24) Herbert Sc出‘1a: Alexルndervoη J-lumboldt. Sein c1es jungen Alexanc1er ¥'on Humboldt in clen Jenaer 

Leben uncl Wiyken， l3erlin 1955. Laboratorien. Mitt. bl. Ges. exper. Mecl. cler DDR 

25) Hanno Beck (Sammelrezension en der 1965， Nr， 3 S. 44 f. 

Alexa凶 er-von-Humboldt-Literatur).Deutsche 30)この場合には，外国でドイツ人が編集した記念論

Literatur-zeitung 75 (1954)， 84 (1963). 参照. 文集は含まれていない.

26) AdallコertPla tt: Vom Orinoco zum Amazonas. 31)前掲6)参照

Wiesbaden 1958; der・s.: Heinrich Brockhaus und 32) Hanno Beck : Alexαηder von Humboldt， Bd. 1 

Alexander v. Humboldt. Borsenbl. f. cl. Dt. Buch- Von der Bildungsreise zur Forschungs1.eise冗 1769

hande120 (1964) S. 1589"""1593; ders.: Goethe '"""'1804; Bd. 1I Vom Reiseωerh Z'U1n“](osmos" 

y Alejandro de Humboldt. Humboldt (1965) S. 1804/"'-/1859. Wiesbaclen 1959， 1961. 

41........47. 33) ドイツ連邦共和国においては3 上述の記念刊行物

27) Fritz Gustav Lange : Bildnisse Alexancler ¥'on 以外にとくに次のようなものが出されている.ハノ

Humboldts. Einfuhrende vVorte (zu 23 Tafeln). ・ベック (HannoBeck)とグィノレヘノレム・ボナカ

Alexander von Humboldt.…. .Gedenkschrift zur ー(WilhelmBonacker)による概説がつけられた7

100. Wiederkehr seines To仁lestages.Herg. v. d. ンボノレトの“MexilζO“Atlas"の新版;概説のついた

Alexander von Humbolclt-Kommission cl. Dt. 3冊から成るフンボノレトの“RelαtionHistorique"， 

Akacl. cl. ¥iViss. zu Berlin. Berlin 1959， S. 445........ Nr. 2， 3. (F. A. Brockhaus， Stuttgart.“Quel1en 

458; clers : Alexander ¥lon Humboldt uncl Paulus und Forschungen zur Geschichte der Geographie 

Usteri. Unbekannte Jugendbriefe Humboldts. uncl Heisen");概説のついたアメリカ熱帯におけ

Beih. 1964 z. Schriftem. Gesch. d. Naturwiss.， るフンボルトの旅行についての通裕的な概要;シュ

Technik u. Med.， S. 217"""225. トワットガノレトのドイツ国際関係研究所によって準

28) Kurt-H. Biermann Zum Verhaltnis zwischen 備されたフンボルト展覧会;フンボノレトのi決商〈テ

Alexancler ¥'on Humboldt und Carl Frieclrich レピ用としても).

アレキサンダー・フォン・フンボルトの談話に寄せて(訳〉

フンボルトは， ドイツ人の間でも語り合いが可能であるということを私に気

付かせてくれた唯一の人で‘ある.

ハインリヒ・ヴイノレヘノレム・ドーフェ (HeinrichWilhelm Dove) (訳注:

1803~ 1879，ベノレリン大学物理学教授，プロイセン気象研究所長)， 1869年

1959年に『アレキサンダー・フォン・フンボノレトの談話』の刊行が完了したわ. フンボ、ノレトは，個
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人的な発言をむしろ好んで破棄してきた. というのは一つの事実はさまざまに評価されるからである.

しかし，話し相手が日記や書簡，スケッチに書き留めている場合には，彼は自分がした話，その話の

新鮮さ，精神，魅力を消すことはできなかった/ モンクトン・ミノレンス (MoncktonJVIilnes)は， 18 

44年 12月にベルリンを訪ねた後，備忘録にニ，三の価値あるフンボノレトの言辞を書き留めていたわ.

当時アレキサンダーは，たとえば f彼こそはあらゆる旅人の永遠の父」であると信じられていたとい

っ.

フンボルトの書簡は割合用心深い筆致で、書かれているが， J呂、かな質問，あるいは総明な間に対ーする

素早い返答の中では，かなり無頓着に彼の容から名案を浮かべることができた舌のよく動くおしゃ

べり家であり，魅力のある人であり，また漫談家，皮肉屋であり，社交家であることが，彼の談話か

らよりよく理解させずにはおかなかった. この考え方が正しいことは， wアレキサンダー・フォン・

フンボノレトの談話』の刊行にともなって生じた反響ねによって証明された. この浩翰の11::1で，賞賛と

非難とが巧妙に混ざることもなく，情け容赦もなく報ぜられているが，ここでもまた踏襲されるであ

ろう.読者が，フンボルトはただ尊敬されるのだと信ずるならば，それは思い違いで、ある.彼を全く

理解せず，彼に不可欠な外交術を見抜かず，老年のJW:~%な彼にほほえみかける人々は多かった全体

として私の著書では，彼が人間的な弱さをもっていたにもかかわらず偉大で、あり，自由であり，民主

的であり，また高貴であったことを明らかにしてきた.

1959年から現在に至るまで，読者やi司僚たちが私にその他のフンボノレトの談話を教えてくれたの

でJ〉，最初私は，遅くとも 1969年には第 2巻の形で大幅な増補が必要であろうと考えた. しかし，他

の人々や私自身によって発見された彼の談話を検討してみると，まったく反復であることがわかった.

王室の輸の中で誰にも発言の機会を与えずに永遠に朗読する老人の姿は，たとえば両親へ送ったエノレ

ンスト・クルティウス (ErnstCurtius) (訳注:1814"'" 1896，ベルリン大学古代言語学教授〉の書簡5)

の中や， ピスマノレク (Bismarck)，宮廷付きの俳優ノレイ・シュナイダー (LouisSchneider・6))(訳注:

1805--' 1878，フリードリヒ・ヴィルへjレムIV世:付の俳優)によってしばしば繰り返されていた私は，

自分がフンボノレトの伝記の中で，アレキサンダーの挙動を明らかにした7) と今でも確信している. こ

う解釈するのは，たとえばカール・グツコー (KarlGutzkow) (訳注:1811--'1878， ロマン主義後の

ドイツ文学界を支配した「若いドイツ」の指導者であり作家〉の次のような記載から明らかなよう

にへ証人がいるからである.

フンボルトの去来は大ラッパの吹奏を伴っているようであった.シエaイクスピア )~!jの玉たちはそう

いう風に登場してくる.ベルリンで私は，彼と並んで座るという栄誉ある席に座ったことがあるが，

f二つの世紀の変換点」の恵、子とみられているフンボルトが，ベルリンの学者の世界を良くは思って

いなかったことを思い出す.ただ一人アウグスト・ベック (AugustBoeckh) (訳注:1785，_， 1867， 

ベルリン大学古代言語学教授〉だけは，彼の厳しい判断から除かれていた. フンボノレトは，ベノレリン

の学者たちにあって「ヘルダー精神で、の普通的教養と人間性がますます薄れていく jのを嘆いていた.

確かに誰でも，研究者として自分の専門分野には十分精通していても，教養において一般・哲学・文
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学分野をおろそがにしがちである.それを受け入れようという意識すら今日の教授連中には欠けてい

る.

彼は一つの非常に興味あるテーマを長々と述べることはしなかった.程、があえて解釈するならば，

彼がかなり繊細な触手をこのようにひっこませるのは，政治的な雰囲気のためであったであろう.誰

でも自分の~1lIを静かに耕:し，その畑を注意深く見守るものである. しかしフンボルトは，一つの話題

から地の話題へと飛躍した.招待客の数が20名になったとしても，この親切な人はたとえ一瞬であっ

ても，宴会の鹿で一人一人みんなを君主のように生き生きとさせることができた.概して彼は一人で

しゃべった他の人々には，隣の人と小声で、ささやくことだけが許された隣人とささやき合う勇気

をもったとしても，話:演を続けている座の環点に再び耳を傾けてみると，話題が変化しているのに驚

くのであった.ちょうど最近の頭蓋骨の発掘が話題にされていた. 1"塩つぼを取って下さいますかJ.

左側!の人がそれを渡す. このわずかな中断の後，人々は再び聞き耳を立てる. ここではもう，古代ア

ッシリア人の模形文字が議論される.サラダやいろいろなコンポート〔砂糖煮の果実〕が出されるよ

うになって初めて，来客は自分の意志で話の間をいく分自由に利用するのであった.ティアガルテン

の木々の下でコーヒーを飲む頃に，みなはほっとした. この偉大な人物は立ち上って，そこからポツ

ダムへ立ち去った.

宮仕えでは，彼は何事も軽視しなかった.彼の主義は次の通りであった:私は君主を取り巻いて，

彼の私に対する友情を確かなものにする.気が変って非常になめらかな裁判官の席に若くこともない

だろう.まさに日直日の他のあらゆるウッカ一マルク(訳注:ベルリン北東の地方名〉の高官と同じ

様に，宮仁P勤務をする.私はただ，科学にとって必要とするものを追求するだけですノ ただ時おり

退鼠が私に，何か新しいことがありますか，フンボ、ノレト? と尋ねるだけです.私はただ次のように

答えることができるだけです:もちろんですとも，アジアへ行きたがっている旅人がいますよ.出版
ちつ

するために古写本を見つけ出した学者がいますよ. 芸術家たちはその!扶(和装の審物を包むおおい〉

を役立てたがっていますよ./ 大王の下で何かをやり遂げようと思う者は，用事のない一瞬のうちに

それらを得て， しっかり保持していなくてはなりませんノ 以上は私の再現によるが，ほぼフンボル

ト自身の言葉でもある.多分彼は，連邦議会の議事録を通して，文学での私の名の存在を知っていた

らしい(訳注:1835年にドイツ連邦議会はグツコーやハイネの著作出版を禁止している).

もちろんフンボノレトはひとりでただ演説をするだけではなく，進歩していく若い学生たちゃ， i等学

なあらゆる年代の人たちの話に耳を傾けるのも好きであった. じっさい，人々はよく彼に談話を期待

した.彼がサロンに入って来ると，たいていすぐにどんな歓談でもやんでしまった.彼はよく宮廷で

生活し，世界の半分と文通し，その時代を代表する男女と知り合いであった一一一彼の話に耳を傾ける

なら，最も本質的なことを学び，最も信頼性の高いことを知ることができるという得があった.彼に

は十分に，間断なく話しをすることが期待されるか望まれていたので，賢い観察者なら，彼は中断を

避けるため息をつくことすらない， と言うことができるほどであったり. 方ーノレ・フォン・ホルタイ

(Karl von Holtei) (訳注:1798，._， 1880， ジェレージェシ人の詩人〉は著書『ロバの大食家 (Esels-
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fresser)~ の中で， 好ましい対話の場面にあるフンボルトの挙動を， それはかれが好きであったこと

は間違いないが， うまく述べている 10)

彼がグアノレター (Walter)の家に入ると，まず居合わせた人たちみんなの歓声がわき起った.テト

ス (Titus)皇帝(短く刈ったちち、れ毛の人〉は敬皮な司祭を追い出しはしなかったのであった.それ

から彼らが再び席に着くや否や， クララ (Clara)は女主人の特権を使って，鯨に一一何をいってるか

つて? 博学な海の怪物に，遊ぶための小さな樽を投げつけたのであった一一皆の耳はi菊いたままで

あった. しかしその小樽の中には，科学だけが詰められて貯えられている必要はなく，世界や町の手

あたりしだいのニュース，それどころか小さなスキャンダルがその中に含まれていてもよかった・

それでもこの巨人はこの樽で遊び，その一部がこわれるほど檎を回転させることを知っていた. こう

することによって，英知，機知，風刺，経験，記憶，普通的な教養，そしてついにはちょっとした意

地悪いが，いたずらっぽい温厚さと混ざりあって現われるのであった彼がいつも話す用意をしてい

る言葉には，何とも言いようのない流i揚さがあり，これはただ彼にだけ与えられた資質であるので，

彼が実に書斎から人中へ出ただけで，彼のしたいことが伝わって来るのであった. これについてシャ

ミッソー (Chamisso) (訳注:1781"""1838， フランス出身のドイツ人，詩人であり植物学者)は，国

王の好意的な思いつきを述べている:フリィードリヒ・ヴィルヘノレム (Friedrich¥Vilhelm) III世は，

周知のように大きな城に住むのではなく， いわゆる「王妃宮殿 (Prinzessin-Palais) Jにつながった

彼のほ1)宅Jに住んでいた.われわれがそう呼んで、さしっかえないならば，親愛なる君主はここで私

的な宴会を催していたある日ここで食事をすることになった.小さな宴会というには客はあまりに

も多く， しかし大きな宴会というには少なかった. このためティム(百mm)侍従は， 宴会中に音楽

が必要かどうかを国王陛下に問い合わせた今日は必要ない，と国王は!析を下した.フォン・フンボ

ルト氏が饗宴に加わった. この偉大な哲学者が宴会中の音楽に先天的に嫌悪感を抱いていることに配

慮したのか，あるいは哲学者が話すことによって音楽の代りをつとめるから必要ない， と解釈するの

かは，侍従の判断にまかされた.ある夕方にヴアノレターの家で， この偉大なる弁士は，人生における

最も重要な三つの力 (Puissance)については，彼の著名な兄ヴイノレヘルム (¥Vilhelm) とほぼ同じで

あることをふと洩した. グィノレヘルムは敬度な信仰心とロマンチックな愛は認めたが，一一音楽を決

して理解しなかった.彼が付け加えて言うには，最初の力については，私は説教師シュタルク (Stark)

のところに静かに起、いて，この力が効力あるようにしなくてはならない. 2番目については， クララ

・フォン・グアノレター夫人がどんな不信仰者をも迷いを解いてやる能力をもっているであろう.それ

ゆえ私には音楽だけが残されるが，私はわれわれを音楽によってあれこれと強迫するような会合の楽

しみに対しては，あらゆる力をもって抵抗する一一ーもちろん，私の友人メイヤーベーノレ (Meyerbeer)

(訳注:1791'""'1864， ドイツ人作曲家〉が私の話を関かず，また私がメン、デ、ノレスゾーンーバルトノレデ、イ

(Mendelssohn-Bartholdy)市参事会員の家で，この家の息子である幸福なフエリックス (Felix)の

味方をしない時だけであるが.そこでは，彼らは私を決して裏切らず，最も大きな自由がある/
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こうしたカール・フォン・ホノレタイの詳細な記述をアドノレフ・ベルンハノレト・マノレクス (Adolf

Bernharcl Marx)が書いた追憶11)と比較してみるとおもしろい.以下にわれわれが引用した本の節に

は「メンデノレスゾーンの家 (Dasmenclelssohn'sche Haus)J という題がつけられている. マルクス

は次のように書いている:

息子の友人や娘の友人の華麗な環が，その家族を囲んでいた.かなり古くからこの家の知人で、あっ

たアレキサンダー・フォン・フンボノレト， フアノレンハーゲン・フォン・エンゼ (VarnhagenV011 Ense) 

〈訳注:1785，._.1858， フンボルトの友人で作家)， ガンス (Gans)(訳注:1798"""'1839， ベノレリン大学

法学教授〉教授， この家の主人の賢い弟であるヨーゼフ(Joseph)(訳注:1770--1848， 兄アブラハ

ム・メンデソレスゾーンと共にメンデ、ノレスゾーン銀行を設立した. ブンボルトの友人).一…の中で， こ

の青年は抜き出ていた. ここで私は初めてアレキサンダー・フォン・フンボルトという重要な人物と

向かい合った.すでに私は，自然科学分野には素人である私が知りうる程度で，その人のすべてに優

れた業績について知っていた彼は創造し，活動するという形を通して，まことの王のような地位に

ついていた.彼は旅行，名声，交!擦を通して，あらゆるl;gj(とくにロシアも〉に精通し，また影響力

も強かったので，研究や遠方への旅行に際して，多くの割合若い学者たちを援助する機会があった.

そのため彼の周囲には一つのサークルが，私はあえて一つの宮廷国家と 11乎びたいのだが，出来上がっ

ていた. これはかなり若くて重要な知識階級からなり，きわめて活動的なサークノレであった.彼らは

フンボルトから影響や， しばしば助言を受けたが，次には彼らの研究と協力によって，フンボノレトか

ら受けた援助を多くの精神的な利益で報いた…・・・当時フンボ/レトは自分の協力者を，その中にはレヨ

ウネ・ディリヒレツト (LejeuneDirichlet) (訳注:1805，._，I859， ベルリン大学・ゲッチンゲン大学

の数学教授〉がいたが，その後存名になった磁気の観測と，同時にその全地球上への前哨線の拡大に

忙しかった. 自然科学は，精神生活のためにあらゆる方向から栄養を受け入れ，そしてあらゆる方向

へ新しい活気を与える中心として，こうした一人の人を必要とした.

今や，それゆえ私はたぐい稀な人と向かい合うはずであった.彼が静かに入って来た持， )玄関はか

なり混んでいた.身軽で、大きくはない彼の身体が，隅に場万ITを占めるため人々の問をすり抜けて行っ

た.その瞬間部屋の中心も移動したかのように思えた.みんなは彼の方へ動き，彼の周囲にいく重に

も環をつくった.彼は， しかしすぐにここへ移り，またすぐにあちらへと移った.私は彼が各人に，

その人の専門分野から忠告を与えているのを知った.たとえば，言語学者にはカグィ語に関する彼の

偉大な兄ヴイノレヘノレムの不滅の業績から教示を与え，実業家には南米の景気についての注意を与えて

いた.彼は私の万ITへやって来て，イタリア音楽とスペイン音楽の歴史からこ・三の所見を述べた.私

:はその所見が完全に正しいと合意はしなかったし，むしろ顔色だけで疑念をはさんだ.私がカトリッ

クの教会合唱団にスペイン人・オランダ人とイタリア人との融合が見られることを一一「あなた自身

官一?で観察したようにjーーと指摘し，対比するためにノレター (Luther)からノミッハ (Bach)まで

のドイナ音楽を選んだことを，彼は不愉快には思わなかったようであった.
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同じような描写の機知は，チャーノレズ・ノ¥レ卿 (SirCharles Halle12)) の行間にも表われている.

彼はフンボルトが一一一兄ヴィルヘノレムと同様に一一一音楽に「社会的な災い」だけを認めていることを

知らなかった:

別の， もっと注目すべき人物はアレキサンダー・フォン・フンボルトであった.私は彼に数@，友

人〔銀行家アウグステ (Auguste)J レオ (Leo)の家で会ったことがある.彼はこの時代の最も賞賛

すべき人物である.招待状に「アンボノレトを迎えて」という言葉がある 11寺には，会場は普通混み合い?

彼は衆目注視の的であった.彼が立つ所にはどこでも，熱心な聞き手の群が彼をとり阻んだ.みな無

言で，敬意に満ち，彼の唇から漏れるすべての言葉を開くのに余念がなかった彼は決して対話とい

う言葉のもつ真の意味で、それをリードしたり，始めたりしようとはしなかった.彼はいつも，ある論

題や他の論題について講義をしながらひとりで話した.他のどんな人の意見も決して開こうとはしな

かった.私は一度彼のために演奏を頼まれ，この招待を生涯の一大事と考えた 部屋の中はつかのま

の静けさであった.夜、が演奏を始めた瞬間に，フォン・フンボルトは明らかに最も興味深い新しい話

題を取りあげ始めた 彼の芦は，私のすべてのクレツセンド〔漸次強音〕と共に上昇し，私の最も強

力なフォノレテを告IJL，再び普通のレベノレに戻ったのは，私が最も弱音の音匂を演奏する時であった.

これは，私の方が長くは雨;fえられないデュエットであった-，私は背のうを荷造りしJ，彼との f戦

場jを放棄した.それは彼が講演している人々の利益を考えたからであることは間違いない.

ブンボノレトの談話をさがしていると，個々の談話の断片どころか， しばしば一部の書物の一部や章

全部を占めるまとまった記述にぶつかった.チャーノレズ・パベッジ (CharlesBabbage) (訳注:1791 

あるいは1792--1871，イギリス人数学者)の 18]想録からこの例を挙げてみよう.彼は， ブンボノレトに

よって組織された1828年のベルリンでの自然研究者会議への参加者であった山:

フンボルトの知性上最も注目すべき特色の一つは，彼が科学をただ科学として愛し，追究するだけ

でなく，彼の知識を利用して他の人を援助することから楽しみを引き出し， どんなにつまらなくても?

それが必要にちがいないと思われる他の探究者へ助言することにあった・

私は朝食の時，何人かのフンボルトの友人に会った.彼らの名前や評判についてはよく知っていた.

フンボルトは，私がドイツ入学者の大きな会合に出席するためベルリンを訪ねたのだと思って非常

に喜んだ.彼らは 2~3 週間のうちに，この首都に集る予定であった私は，会合が予定されている

ことをまったく知らず，ただ、彼と交際する楽しさを味わうためベルリンへ足を向けた， と言った.私

はすぐに，この大規模な学者の会合が国王によって，またドイツのあらゆる科学によって支えられ，

会合自体が，将来の人間の知識の発展へ大きな影響力をもっているはずであることに気付いた.朝食

のテーブノレのイ中間にはディリヒレット (Dirichlet)Cベーター・グスタフ・レヨウネーディりヒレット

(Peter Gustav Lejeune-Dirichlet) とマグヌス (Magnus) (訳注:ベノレリンの物理学者〉がいた.

朝のうちにフンボルトは私に，彼自身の義務は毎日 3持に自主に参会することであり，また大掛かり
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な学者の会合を準備しているので，私がベルリンのいろいろな研究所を見学する際に，彼が望む程に

はお伴ができないことについて言及した.彼は，こういう事情なので，二人の若い友人デ、イリヒレツ

トとマグヌスに代理を頼んだ， と話してくれた.ベルリンで過ごした何週間かの問，私は毎日この思

いやりのあるアンボノレトの行為をありがたく思った.若い友人のうちどちらか一人に，またしばしば

二人に伴なわれて，私はきわめて効果的にあらゆるものを見学し，多くの見開と教言11を得ることがで

きた. これらは，条件が悪かったらできなかったにちがいない.

翌朝，私は再びフンボルトと朝食を共にした.前日，私は地図製作で使用する記号を集めていると

話した私はこの時，フォン・ブーフ (vonBuch) (訳注:1774"""'1853，地質学者でフンボノレトの友

人〉とリューノレ (Ruhl)将軍〔ヨハン・ヤコブ・オットー・アウグスト・リューノレ・フォン・リニー

ンシュテノレン (JohannJakob Otto August Ruhle van Linienstern)]に会ったこ人ともこの問

題について深い知識をもっていた私は，等高線の原理に基づいて濃淡をつけた地図の見本を探した

が無駄であった. フォン・ブーフは翌朝私に，この原理に基づく小さな地図のJm3J仮をくれた. これは

当時，現存したただ一つのものであると私は信じている.

朝食後，われわれはフンボ、ノレトが見せたがっていたものを見に書斎へ入った被は，私がよくやる

ようにテーフツレの上に乱雑に載っていた書類を引っくり返し，一枚の手紙の入った封筒を選び出した.

手紙には，何行も平行に名前が書かれていた.rこれはJ，彼はついでによく確かめて， rあなたに差
上げるものです」といった.われわれに彼の書斎を訪ねた自的の物を見せた後，彼は私に握らせた封

筒に話を戻し，当時ベノレリンにいたすくずれた人々，その中の何人かは私が探していた人であったが，

を私のために大雑巾に分類しであると説明した.彼が分類した人々は:一一科学者，文築家，彫刻家，

画家，それに一般には芸術家と考えられている器具製造者や会社であった. このリストは大変参考に

なることが分かった

会合中，ベルリンはお祭り騒ぎであった.われわれのパーティー前日のある娩，私はフンボルトと

一緒に，われわれの博学な何人かの知人の特性について議論しながらリンデン歩道を歩いた.私の話

相手は，多くの鋭い，また大変おもしろい批評をした. これらの批評のいくつかは，いく分辛妹であ

ったが，一つも不愉快なものではなかった.私はこの対話には少ししか貢献できなかった.その 11寺，

時計がなり，われわれの訪問の時間が来たことを知らせた.私と握手し，英語で「われわれが再び、会

う時まで，お互いのことを話さない方がいいと思う」といった持に，顔つきを和らげたちゃめっ気あ

るフンボルトの表情を，私は決して忘れないであろう.われわれはそれから，お互いに銘々の約束を

守!J，最も珍しい時に再会したそれはメンデ、ノレスゾーン家でのコンサートの時であった.

フンボルトは選挙によって選ばれた会長として， 1828年9月四百にベルリンにおいて自然研究者会

‘議を開催し，個人的な人間関係が生まれる可能性を歓迎し， I対話が疑問を解明する力jを賛えた.

彼は，生まれながらの漫談家であるだけでなく，談話では修辞学の患恵を受けていた.今日米だ，彼

の公の演説や講演について概観したものはない.全体に彼はどんな時にも，常識では考えられないほ

ど多く発言した. ベルリン大学とベルリン声楽学校における f自然地理学(l?hysikalischeGeogr_a-
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phie)J についての講義は，彼の修辞学的技巧の極致で、あるとみなされている.批~I~ljl~句な声を聞いた人

は，批判する人々が当H寺いかにフンボルトの人となりが魔法の域にまで達していたかに気付くであろ

う‘彼は控え目に，はにかみながら無名の図案家が下絵を書いた講壇の斜面机に進んだ.彼は，始め

はためらいがちであったが，時々二，三のメモ用紙を使いながらのびのびと話した 彼の演説は，ま

さにそれが「講義jでなかったので人々を熱狂させた.向じような才気は，彼の対話においても明瞭

である. ほとんどいつもそれはちょうちんもち連中の卑劣な威党であったが，それは一一}とりわけ高

齢になってから一一彼の話の単調さを非常に増巾しただけであり，ただ「あごの運動Jへ話を落とし

てしまうといった流f義であった. この点でも， カーノレ・グツコー (KarlGutzkovv)はもっと深く合孔

察し， もっと正しく評価すべきであった

次のフンボルトの対話は， 1959年の私の著書において確証されたのと同じ配列で，挙げられている.

((たとえば: 1， 155 f.対エノレンスト・ヴィノレヘノレム・マルティウス (ErnstWilhelm Martius) :エ

ルランゲン， 1793年10月21日およびパイロイト 1793年. (1， 155 f. :索引 No.1と155ページを示し

ている 「対Jの前には毎度「アレキサンダー・フォン・フンボルト」が補われる.)著者による補注

には，番号をふつである.)) 

1， 155 f.対ーエノレンスト・ヴイノレヘノレム・マノレティウス (Ernst¥tVilhelm Martius) :エアランゲン，

1793年10月21日および、パイロイト 1793年.

マノレティウスは， 1793:i:[三にエアランゲンの化学教授フリードリヒ・ヒノレデ、プラント (Friedrich

Hildebrandt)の聴講生であった彼は次のように報告している:

私が彼の最初の化学の講義を聴講した11寺，一人の見知らぬ人のl鉾にj主ることになったその人は化

学にたいへん詳しかった ブロンドで青い目の若者であり，非常に活発でまた礼儀正しかった.授業

の後で，私は彼すなわち後にドイツ国家の誇りであり，誉れとなるアレキサンダー・フォン・フンボ

ルトと知り合いになった 彼は1792年 (9月 6S Jに， ブイヒテノレ (Fichtel)111地におけーる鉱山，お

もにフュノレステン (Fursten)鉱山とゴノレトクロナツハ (Goldkronach)の鉱山地域における他の鉱

山を調査するため，プロイセン政府によって上級鉱山政〉賢官に任命された. これらの鉱山は，かつて

豊かな金の産出によって知られていた. ゴ、ノレトクロナツノ¥鉱山地域から産出される鉱塊は，ハンガリ

ーの金塊や銀塊に似た美しい外見をしていた. この黄金原3は硫黄.1此素と共に鉱化し， ピカピカ光る

'粒として石英内に混っていた.フォン・フンボルト氏は，砕鉱場を建設して， ;::ドルン (Borめのアマ

ルガム製錬を導入する予定であった. しかじ，大変な難事業であることがこの製鋭の!畦害となった.

彼は，水没したシュテーベン (Steben)の鉱坑の一部に，大規模な坑道(，フリードリヒーヴィノレヘノレ

ム (Friedrich-vVilhelin)坑道J)を利用して入れるようにする計画も立てたこの計画は，後にバイ

エルン政府によって取りあげられ， 1豆大な事業は完成された.

初めて知り合って間もなく実施した鉱物学の旅行iヤ，私はパイロイトにあのすぐれた自然研究者を

訪ねたが，彼がどんなに好意的に，私にフィヒテル111地における地質学上の多くの状態について，仁j1
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でも緑岩の産出について，非常に早口で， しかも生き生きした言葉で教えてくれたか，今でも忘れる

ことはできない. 当時， 彼はフライベノレクにおける著名な師ヴェノレナー (vVerner)(訳注:1749，....，18 

17，岩石水成論者. フライベノレク鉱!-[-l学校教師)の理論を受け入れていた. しかし，後に三つの大陸

で大きな経験をしてからは，この理論に必ずしも満足することができなかった.

2， 483. 対‘フランシスコ・ホセ・デ・カノレダス・イ・テノリオ (FranciscoJose de Caldas y Tenorio) 

(訳注:1771"""1816，南米の地理学者):イベラおよびキトー， 1802年 1)~ 2日から 7JJ終りまで.

ヘノレマン (Hermann)，A シューマッハ (A.Schmacher)は次のように記している:

カノレ夕、、ス (Caldas)は温度計を利用して高度を測定するという発見を，決してオリジナルなものと

は主張しなかった.彼は1802年に次のようにいっている・・・・ I私は， シゴー (Sigaud)(訳注:1730 

--1810， フランス人，イエズス会会員で自然研究者〉の著書を読んで， 温度計や， へベノレデ、ン (He-

berden)氏によってなされた実験を利用して， 111の温度を測定するという方法を知りましたJ. この

箇所は“J.R.シゴー・ドゥ・ラ・フォン(].R. Sigaud de la Fond)，理論i'実験物理学初歩

Elemens de physiq ue i:heOl匂ueet experimentale rn. (Paris 1787) S. 203"にある. カノレダスは，

しかしながら換算式を修正したことを口にし，その問題に関してフンボノレトと話した. この対話につ

いて彼は次のように記している:I初めての対話で，私は彼とその話題について論じました.彼は私

に，スキオ (Sucio)がこの問題を取りあげて，温度計を使わずに111を測定する方法を明らかにした，

と話してくれました.男爵がどんなに気をもみながら， この問題点についての話を開いているのかが

手にとるようにわかるのです.私は自分の考えが， 20才の私の精神の中に生まれ， ヨーロッパでは滅

んでしまったのであると思いました.私はただ，大高地やエクアドノレ近くにおいてであるということ

で評価されるスキオの理論を，再確認する考え方を示そうと努めていただけでした.私はこの博学な

旅行家に，スキオの説明と彼の諸実験について切望しました. ところが彼がそれを原稿から引き出そ

うとした時に，彼は，スキオが沸騰した湯については何も考えていなかったこと，この物理学者は，

戸外にさらされた温度計で一度低下するごとに670フィートを示す， というヘノレデ、ン (Herden)の方

法のただ完成者にすぎなかったことに気付きました.そこで私は，再びささやかな発見にとりつかれ

るようになったのです.私の換算表をお送りしましょう. この表から，気圧と熱とが完全に対応して

いること，さらには沸!l準法が正確であることがわかります.男爵がヨーロッパへ若く前に，こんな興

味深い調査報告を公にできるとはノ これを完成させるためには，海面まで伸ばしていくことが必要

です.J(このスペイン諮で書かれた部分は筑波大教授 西沢竜生氏に訳していただいた.)

高度と共に水の沸点が変化することに気づいた時に，すぐまたある地点 (0)の気圧計の示度を決

定するには，他の地点 (u)での気圧計の示度と， uと0におけeる水の沸点がわかればよい，という

結論を引き出したカノレダスの明敏さに敬意を表する.

3， 2 f.対ヨハン・フリードリヒ・ベンツェンベノレク(JoharnFried了ichBenzenberg) (訳注:17 
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77 -' 1846，幾何学者で物理学者):パリ， 1815年.

ベンツェンベノレクは次のように記している

私はある日アンボ/レトと，磁石の針によるさまざまな現象， これらの現象の毎日の変動，その期間

について話し合ったついに対話は，フンボルトが磁気嵐 (magnetischeGe¥vitter) と名付けた磁石

の針の注目すべきふるえについて，さらにスピノザ (Spinoza)， ライプニッツ (Leibniz)， レッシン

グ (Lessing)， ヤコビ(Jakobi)， リヒテンベノレク (Lichte凶 erg)(訳注 1742-'1/99，物理学者で作

家〉がどうして磁気作用の現象と 11子んだか，また形而上学の内容をi司じように心理学的に解明したか，

に及んだ¥一一一私はフンボルトに， ここで彼が深みに抗して引っぱり込まれることがないかどうかと

尋ねた 一一彼はあからさまに，また気取らずに答えた:rいいえ一一自然はそのような印象を自分

の心情に与えるかも知れないし一一一自分はこうした心情からのがれられないかもしれない一一そして

この心情は多分そうなることを妨げ、るでしょう.j.ー一一自己の何たるかを，正しく認識している者は，

誰でも尊敬に値する.一一ーいっか他の機会に，彼は次のように述べた:I海が自分に与える印象は非

常に強く，またいつも新鮮であるから， もし磁石の針の!lVJきによって地図を作り，様々な経度・緯度

上に磁力の強さによって表を作る任務をまかせられたとしても，多年海にいて，陸地を見なくとも我

慢できるでしょう. こうした試みや， 日々に新しい海の景色は，決して退屈を感じさせないほど自分

の心を引きつけるでしょうJ.一一彼に， どうしたら自然に対してそんなに新鮮で，若々しく， また

純粋でいられるのかと尋ねると，彼は次のように答えた:I人間はその人格を，外国人の下で過ごす

時に一番良く保持できます 呉国はわれわれを受け入れず，それは遠い国のままです.一一故郷との

密接な関係は，速い所ではわれわれに作用しません.一一ーアメリカ旅行についてすべて出版し，次に

アジアへ行き，そして帰って来たならば，私は人生の黄昏時を熱帯の国々で過ごすつもりです.南北

両国帰線の問ほど，自然が強く人の心に訴えるところは他にありません一一一そこに 2， 3年いると，

あたかも40年間もそこにいたような気がしますj 一一

人間，物体，関係についてフンボルトが判断する時に一層大きくなるフンボルトの無心さ一一一あど

けなさ，内面の自由一一一と，その精神の非常な敏速さは，私がりヒテンベノレク以来誰にも経験しなか

ったほど，人を魅了する.おそらくフンボルトと同じく相当高い程度に天才的ではあるが， しかしそ

れと同じ程度に人を引きつけるものはもっていない人々を見てきている.一一人を引きつけるものは

美しい心情がもたらすものであるらしく，美しい心情はあらゆる能力が一様に， しかも郡和がとれて

発達していることから生まれるのである.

4， 9 f.， 11， 19， 20. 対ハインリヒ・ヴイノレヘノレム・ドーフェ (Heinrich ¥;Vilhelm Dove) ベノレ

リン， 1828fj三9月から.

ハインりと・ヴィノレヘノレム・ドーフェは次のように報告している:

フンボルト自身にとってもしばしば思いがけない出会いによヮて，生涯を通して続いた人間関係が
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生まれている. iあなたはどうしてボンプラン (Boロpland)(訳注:1773"""1858，フランス人医師で、

あり植物学者. フンポノレトの友人で，アメリカ旅行の際の11:11問である .)と知り合いになったのです

かJと私は一度彼に尋ねた. i極めて単純にです」と彼は答えた. i外出するのでカギを預ける|擦に，

管理人の夫人といつもニ言三言親しく言葉をかわしますね.その時に，私は植物採集用の胴乱をもっ

た若い人によく出会いました. この人がポンプランだったのです.われわれはこうして知り合いまし

たム

パリを去る者は，そこではすぐに忘れられてしまうが，フンボルトはちがっていた.パリで開かれ

た第 1@産業博覧会で，一人のフランス入学者が私に次のように話してくれた. iあなたはイギリス

の女王が来た際に，われわれが国王たちをどのように歓迎してきたかを知りましたフォン・フンボ

ルト氏に， もう一度パリへ来てほしいと話して下さい.そうすれば，われわれが科学の王をどんなに

誇りにしているか，世界中の人々が知るでしょうJ. 私がこの任務を果たすと，フンボノレトは fそれ

はできない.あなたに理由を話す必要はないJと答えた.

この人の長いパリ滞在の影響は，精神的には同じ人であったにもかかわらず，科学的な記述や， と

くに対話の中のあらゆる言い回しに表われている.それは，まさしくフランス人の会話の特色なので

ある 「ノン (n011)はフランスの言葉ではありません. フランス諾はパノレドン (pard011)です」とあ

るフランス人がカサノーヴァ (Casanova)に話した. フランス語の繊細さとは逆に，他人に何かを知

らせる場合には，その人がそれを知っていることを前提としている.そこで，この種の呼びかけはみ

な“グ・サグェ〔あなたは知っていますJ(VOUS savez)"から始まる. フンボルトが私に“ジー・グ

イツセン〔あなたは知っていますJ(Sie wiSSe11)"という言葉を使って何かを話し始めると， 私はし

ばLば笑わずにはいられなかった私は生涯の間，こういう言葉をほとんど開くことはなかった 彼

と 9~1] り合いになる機会があった者はみな，フランス人の会話の魅力を忘れないであろう.ザンクト・

ペテノレスブノレク(訳注: ~エニングラードの!日名〉のフランス大使館員は，たった14 日間の予定で突

然パリへ帰ってしまった.なぜ? と彼に尋ねた. i語り合う (causer)ため」というのが答えであっ

た. フンボルトは， ドイツ人の間でも諮り合いが可能であるということを，私に気付かせてくれた唯

一の人である.

しかし，話し合いにまつわるこうした魅力を保つには，話題に深く立ち入ることは許されない.き

わめて真面白な話にも，機知に富んだ皮肉が混じっている. もし話題に立ち入るならば¥好意的なほ

ほえみを伴った「ああ，あなたは何て辛練なのノ」という言葉の中にきわめて高い価を期待してよい

であろう. しかし，フンボルトだけがこういう口1のをきいたと考えるなら，それは全く誤った想像で

ある.厳密な科学上の問題を明快な方法で記載する時にも，みなそうであった. これは，ほとんど発

展をみなかった公生活時代の，当時のベルリン社会の口調であった フンボルトがアノレタイ [11脈への

旅行について「私が歩き回った地域は，ベルリンから万里の長城までのウサギのいる荒野であるJと

話した時に，シャミッソーくChamisso)は植物学者であることをみせびらかして，私は干し草を採集

したにすぎない…・・・と，同じような方法でフンボルトの話を追認した.

よく原始林について取りあげられるが，マルティウス (Martius)(訳注:1794，._.1868，植物学者)，
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ペーピッヒ (Pりppig)，それに私だけが15)本当の処女林を見ましたー・…， とフンボノレトは一度私に話

したことがある.

彼は，カシキアレ (Cassiquuue)川とネグロ (RioNegro) )11によって相互に結び付いているオリ

ノコ)11とアマゾン)11の複雑な河川網を明らかにし，またアンデス 111頂から太平洋へ下山する11寺に，彼

にちなんで名付けられた，アメリカ西海岸を洗う深度 5，480フィートの幅広い寒流を発見した}5) こ

の寒流は， ドュ・プチィ・トゥアーノレ (DuPetit Thouars)が彼に指摘しているように，南から北へ

荘厳に流れる極海の重要な部分である.水文学上広範囲にわたる研究の詳細lは，彼自身によっては出

版されなかっため.私が彼に，これを出版しないのかどうかを尋ねると，彼は「私は草稿を利用して

きました.草稿の代わりに言葉で印刷してきました18)Jと否定的に答えた.

6， 331 f.対フリードリヒ・グイノレヘノレム・ベッセノレ (FriedrichWilhelm. Bessel) (訳注:1784---

1846， ケーニヒスペルク大学天文学教授):ケーニヒスベノレク， 1829年 4 月 161ヨ~18[:]. 

フリードリヒ・ヴィルヘルム・ベッセノレは， 1829年 6)~ 4日にヴィルヘノレム・オ/レベルス (vVilhelm

Dlbers) (訳注:1758--1840，医師であり天文学者)に宛てて次のように書いている.

フンボルトは，旅行の途中でニ・三日私の家に泊まりました.彼の滞在は私を楽しませてくれまし

た.私は彼の博識を知っているので，あらゆる科学分野の人々を集めました.それにもかかわらず，

私は彼には本当に驚きました.彼はあらゆることについて，大多数の教授以上によく知っているよう

で，書物から学んだ人ではなく， 自分自身で習得した人のようにみえました. 3月初日に彼はペテノレ

スブノレクを出発しました. 7月中旬にはカタリネンブノレク(訳注:1924年までエカチェリエンブノレク

と称した.現スベルドロフスク)へ， 8月中旬にはキノレギスステップへ行き， 10月にペテルスブノレク

に戻ってくる予定です・・・

14， 97. 対フリードリヒ・トゥラウゴット・キュツイシグ (FriedrichTraugott Kutzing) ベノレ

ザン， 1834年11月.

キュツイングは次のように報告している:

アレキサンダー・フォン・フンボルトは私をきわめて誠実に歓迎してくれた.彼は私に，大西洋上

に浮かんだ草地を形成している藻海(北大西洋の西インド諸島とカナリア群島との問の一面に海藻類

の浮遊する温暖な海域 [Sargasso:ホンダワラJ)についていろいろと話してくれた とくにアドリア

海と地中海の Sargassum種に注意を換起した Sargassumnatansは独立してその場に生じた種であ

るのかどうか，あるいは海岸によって引きちぎられた Sargassumvulgareの変穏なのかどうか，今

なお疑問とされているということである次に，われわれはフランス人について話題にした.彼は私

にトュノレパン (Turpin) (訳注工1775'"'"1840， プランス人画家〉とボノレズ・ドゥ・サン・ヴァンサン

くBorzde St.， VinCel}t)について言えるしたよ とりわけ後者は， 非常な働き者であるという. rr専物学時
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典 (Dictionai日 d'histoire naturelle)~ において彼が担当した項目の多くがぞんざいな扱いを受けた

ことに触れると，ボノレズ (B01ーのが，毎日印刷全紙を校正しなくてはならなかったほどあまりに多く

を書いたためであり，彼には驚きではなかったことを口に出した‘最後にそンターエュ (Montagne)

とドゥケースン (Decaisne)が話題になると，彼は隣室へ行き，二人に関するいくつかの資料を取り

出してきて，私に報告してくれた

8， 44， 119 f.対ハノーファー I~I王エノレンスト・アウグスト (Ernst August) :ベルリン， 1842年

4)~ 5 Iヨ.

カーノレ・エノレンスト・フォン・マロノレティ (CarlErnst ¥1on Malortie) (訳注:1804"'" 1887，ハノ

ーファーの式部官〉は次のように報告している・

カーノレスパート〈訳注:ボヘミア北西部にある東ヨーロッバ第一級の温泉地3 チェコ諾でカーノレロ

ヴィグァリ〉から帰った後， I君主は (1837年J9月17Iヨにゲッチンゲンを訪ねた. ここで、は大学の倉IJ‘

立百年記念祭が催され，彼はこの祝典に出席した.彼はきわめて友好的に歓迎された.国王はこの11寺ヂ

一部の教!5mたちに取り阻まれたが，この中には陛下の訪問によって注自を集めたブルーメンバッハ

(Blumenbach) (訳注:1752'"-' 1840，ゲッチンゲン大学博物学教授〉がいた.また国王は，きわめて有

名な外国人， とくにゲ、オノレギア・アウグスタ (Georgi.aAugusta) (訳注:1811'"-'1890，プロイセン王ー

妃で後には初代ドイツ皇市となる.)が後見人になっている年配の人たちにも取り閉まれた. この中

には，科学の君主であり，当時一般には国王と同等にみなされていたアレキサンダー・フォン・フンボ

ルトがいた.両者はほぼ同じ年齢であり，精神力に満ち，同時代の人たちよりもまさっていた・

国王は1842年 4月5日にウンター・デン・リンデン通りの王宮で，プロイセン国王のために宴会を

信号いた. これには約40人が参列し，アレキサンダー・フォン・フンボルトも出席していた.エノレンス

ト・アウグスト国王陛下は，ゲッチンゲンの教授達が上奏文の中で，愛国心について記していたと諮

った.国王はさらに皮肉を続けた:i教授たちは祖屈をもちません教授や娼婦(明瞭に表わすため

彼は“娼婦 (desputains)"と付け加えた〉・ダンサーはどこでもお金で雇えます. こういう人たちは，

数ターラーよけいにもらえる所へ行きますJ(Briefe A. ¥1on H umboldt aロVarnhagen¥1on Ense. p. 

118，参照).

7ンボノレトはこの意見に非常に憤慨し，饗宴後私に次のように話した:i私を国王が同じような話

をする宴会に招くなんてあまりにひどい. ヨーロッパの学者の問に私に一つのj蔀を与えて下さるのは

名誉のようですが，むしろ家にj苦た方がよかったj

国王の意見を大きな，明らかに無遠慮な冗談であるとみた宴会の客たちは，この考えを特別に満足

して受け入れたのであった. というのもフォン・フンボルト氏が，王室の永続的な随伴者として多く

を受け取らなかったからである.一一一ついでにいうならば， ブンボノレトはとくにゲッチンゲンから 7

人の教授が追放されて以来，政治的な点においても国王の公然たる敵であった教授に関する事件は

みなヲ該当する官報によって藍ちに広まり，フシボルトが国王についてどう考えているのかは，フア
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ルンハーゲン，フォン・エンゼ (Varnhagenvon Ense) との往復書簡がくり返し証言している.彼

は書簡の仁1=1で，国王にあらゆる誹訪を浴びせているのである.

9， 1， 222.対エノレンスト・クノレティウス (ErnstCurtius) :ベノレリン， 1843年12月上旬.

エルンスト・クノレティウスは両親へ次のように書いている， 184-3年12月10日・

この前の水曜日の昼，私はアレキサンダー・フォン・フンボルトの招待状を受け取りました (1843

年 12月 4日J.彼はつい先頃来宮内官と共にベルリンへ帰っていました.彼は手紙で同時に，ギリシ

アの自然に関するいくつかの間題を提起してきました.彼の所へ行ったII寺，ギりシアの泉の所在地の

自然状態、について，土壌に関してまで質問されましたー さらに私に，協議した問題についての短い論

文を送ってほしいと申し出ました.今，彼は大著『コスモス (Kosmos)~ を熱心に執筆 i二|コで，ちょう

ど地殻について研究しております.千年以上も同じ岩の害IJれ呂から流れている泉があることを実証す

るのが，彼にとってはまさに重要なのです. この目的のために，彼は私の知識を必要としたのでした.

この課題は想像以上に難問でした. ところで彼は非常に好意的であり，度々訪問するようにと誘って

くれました.相、は，彼と休みなく話した一時間の|穏に，彼から忘れがたいことを学びました

9， 1， 258. srエノレンスト・クノレティウス (ErnstCurtius) ベノレワン， 1844i:1三11月.
エノレンスト・クノレティウスは両親へ次のように書いている，ベノレリン， 1844!rtl1月.

今日，アレキサンダー・フォン・アンボルトが私を訪ねて来ました.相、はすごく自慢に思っていま

す.彼は私に活気に満ちた多くの問題を諾ってくれました‘近く彼の『コスモス』が出版されますが，

その中に私のこともでております19)

9， 1， 272 f対エノレンスト・クノレティウス (ErnstCurtius) :ベノレリンおよび小さな汽船上で， 18 

45年10月.

エノレンスト・クノレティウスはハインリヒ・クノレーゼ(I-IeinrichKruse)に宛てて次のように書いて

いる， 1845年10月24日:

フンボルトは非常に親切で， どこでも私の面倒を見てくれます.廷l主が群がるに|コで，彼は彩、に貴重

な忠告の言葉を耳うちしてくれます.私は，人々がフォン・フンボルトを非常にすくPれて庶民的な教

師であることに気付いていることを知って，満足しないことはなかった.先!ヨわれわれが小型汽船で、

パレツ (Paretz)へ行った持に，彼は船上であるアラピアの地理学者を取りあげて，マホメッド以前

のアラピア諾の言い回しの素朴さと優美さを，長い間私に舌をもつれさせながら発音してみせました

7， 278 ff.対ノレドノレフ・レーマン (RudolfLehmann) :パリ， 1847年10月中旬，_.，1848年 1月 7日.
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ノレドルフ・レーマンは次のように報告している:

フンボノレトは，彼の研究を妨げていたベノレリンの社交界と宮廷生活から逃れるため， よくパリへ逃

げてきた.

芸術家や科学者の大ノ什、ロンであったフレデリック・ウィリアム (Frederic，̂lilliam) 1V世間王は?
彼の特別な友人で、あり，彼を侍従の一人にしていた.そのため彼の貴重なH寺前の多くが取りあげられ

た. これから逃れるために，彼はパリへ来るのだった.そして会員になっていた学会に近い家具付き

の家 (maisonmeublee)で目立たないように宿泊するのであった. この学会の図書館で、彼は研究を行

なった. こうした宿泊は，きわめて忠実な一人のスイス人によって守られていた. というのもフンボ

ノレトは，邪魔されずに研究したい時に，使用人が彼のために良心にそむいてうそをいって，ï:íiî会を!~;lf

わるのを嫌がると，不平をいうのが常であったからである.男爵が在宅かどうかを尋ねられると，こ

の使用人は「彼はいますが，私に留守だといってほしがっていますJと答えるのだった. フンポノレト

は多年ノミリの私のおじの家の常客であった. この家で彼は儀式ばらない食事をするのが常であり，彼

に居心地よい時はいつでも，非常に親密であった.彼はしゃべるのが大好きで，このような時に話す

のが最も好きであった.肖像画をほしがっていたおじの煩いを開き入れ，彼は快く私の鉛筆画のモデ

ルになることに同意してくれため. このため(運よく彼の家の近くである〉夜、の仕事場へ， 61桔であ

るにもかかわらず 2由来てくれた. これは1847年のことであった.後にこの絵を私のコレクションに

加えることができた， と報告できるのをうれしく思う.彼の興味深い談話について，何も書き留めて

いないのが残念である.月は地球へ何らかの影響を与えているように思える， といった私のふとした

言葉を，彼が軽蔑し，あざ笑ったことだけを覚えている. Iそれはわれわれにどんな問題となるであ

ろうかj と彼はいうのであった. r月が右から上るか，左から上るか， いや全然上らないか? そん

なことは子供部屋の話題だJ

10， 273 f.対フリードリヒ・ダニエノレ・パッサーマン (FriedrichDaniel Bass<(rmann) (訳注:18 

11 ~ 1855，政治家):ポツダム宮殿， 1848年11月14日.

パッサーマンは次のように報告している:

!詣王〔プロイセンのフリードリヒ・ヴイノレヘノレムIVtltJはサンスーシ一宮殿にとどまったが，プロ

イセンの王子はパーデスペルク (Badesberg)の城ではもはや安全ではないので，今では軍隊によっ

て厳重に守られたポツダムの宮殿に一緒に住んでいた人々は，最初のフランス革命が起きたヴェノレ

サイユ宮殿を思い出すのを嫌がった

饗宴が始まる前に，われわれは控えの問に集まった.私があの時代に好気心の的であり，視線の標

的であったりは当然である.一人のかなり若く，美しい顔立ちの太った宮内女官のために，私はこれ

を喜んで我慢するのであった.それでも夜、にとって最も興味深い知人は， 80歳のアレキサンダー・フ

ォン・プ'ンボノレトであった.
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彼は私に自己紹介し，そしてよくしゃべった. こういう激動の日寺に， wコスモス』の執筆を続けら

れるのかどうかという私の問に対して，彼は，すでに経験した一連の革命には， 自新しさも刺激的な

ものも失せてしまったと答えた彼はこの時代でさえも， 2冊の著書(“コスモス (KOS1110S)"の第

2巻21)と“自然の相貌 (Ansichtender Natur)"の改訂22))を同時に取りあげ.ていたまもなく王妃

と一緒に入って来た国王は，かなり無口であった.王妃は，かつては美しかったにちがいないと思わ

れたー・・レナノレト伯爵 (GrafHenard)， フンボルト， それに私を除く男の客たちは， 軍J]I~を着た人

たちであり，一部は侍従，一部は将校であった.勲章をつけていないのは私一人で、あった.国王夫妻

の右側にはプロイセンの皇太子が，左側にはその奥方が座った.彼らに向かい合ってわれわれ外国か

らの客であるレナノレド (Renard)，シェーファー (Scha百er)，それに私と， フンボノレトも座った.国王

はフンボノレトを辞書:のように常に手元に置くのであった

11， 59 f.対ダニエノレ・フロレンキオ・オレリア DanielFlorencio O'Leary ベルリン 1853年.

コルネリオ・イスパノ Cornelio Hispano (すなわちイスマエノレ・ロペス Ismael Lopez)は次のよ

うに書いている

ボリヴァ-Bolivar (訳注:1783~ 1830，スペイン支配からの南米解放運動者〉の死から23年たっ

た 1853年に，友人であり，以前解放者の高IJ官であったロレリア (O'Leary)将軍が，クラーレンドン

Clarenclon ÝI~IJの命令によって，ダリエン Dar対11 湾から地狭を通り貫ける両大洋間の運河の開通につ

いてベルリンでフンボルトと協議した. フンボルトは~:13手とこの問題を取りあげた後，スペイン領ア

メリカとポ、リヴァーについて次のように言苦した:

1804年の終わりにアメリカから帰った後，私は彼とよく行き来しました， とフンボルトは話した.

彼の生き生きした歓談，民族の自由への愛，輝くような想像力は，私に彼を夢想家のように忠わせま

した.私は 3 彼がアメリカ十字軍の有名な指揮官になるとは決して思いませんでした. スペイン植民

地に私が滞在している間に，一度も不満を感じたことはありませんでした.後に戦争が始まった持に

なって初めて，私には真相を伝えなかったこと，愛慕ではなく深い憎悪が存在することを知りました，

この憎悪が，報復処置や復響行為のうずとなって爆発したのでした. しかし，私が最も驚いたのは，

ボリヴァーの輝かしい人生行路で、した.私がイタリアをもう一度旅行するためにパリを離れたのは，

われわれが別れて間もなくのことです. この偉大な男の活動，才能，名声は，われわれ二人がスペイ

ン領アメリカの解放に対する燃えるような願いを話していた時の，彼の熱狂的な爆発をj君、い出させま

す.私はアメリカ社会のあらゆる階級と深く知りあったので， どこかに革命の責任を負うことのでき

る人が現われるならば，ニューグラナダで革命が起きるにちがいないという考えをもっていました.

ニューグラナダでは18世紀末にある前兆が認められ，その傾向は私も知っています.私の連れポンプ

ランは，私よりも洞察力が鋭く，始めから彼はボリヴァーを好意的に受けとめ，私の面前でさえ彼を

奮起させていました島ボリヴァーがベネズエラの独立に関する計画を知らせてきたので，彼がそれを

実行しでも決して驚かないということを，あるiWjボンプランが私に書いてきたことを覚えています.
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彼ポンプランは，若い友人についてすべてにきわめて好意的な意克をもっていました.当時，ポンプ

ランもまるで訳の分らないことを言っているように私には思えました.思い違いをしたのは彼ではな

く，私でした.なぜなら，私はもっと後になって，ょうやくあの偉大な男について思い違いをしてい

たことが分ったからです.私は彼の偉業に感嘆しています.彼の友情は私にとって名誉なことであり，

また彼の名声は全世界のものです.

(訳者注:)京文はスペイン話であるが3 ドイツ語訳が併記されている〉

〔ドイツ百吾訪日はノ「ンスカール・シュナイダ-Hans-Karl Schneic1er， ハンブノレクによる〕

12， 120-124. 対ヴィノレヘルム・フェノレスター vVilhelmFoerster :ベノレリン 1 855:¥:j三. ヴイノレヘノレ

ム・プエノレスターは次のように報告している

当地の天文学者の斡旋によって， フンボノレトは私を含む天文台の助手たちを招待する日取りを決め

た，われわれは彼の家(オラニエンブノレガ一通り〉の応接室へ通された ここでわれわれは，ある種

の厳粛さと向11寺に，この偉大な人の自には見えない親しみを，彼の住み慣れた環境の I~:I で楽しんだ

この部屋はまったくあっさりしているが，見事な部屋で，たいていは歴史風俗画であるいくつかの油

絵によって美しく飾られていた. ソフ 7ーのそばにはテーゲノレ Tegel の父方の家の小さな魅力的な

スケッチが掛っていた.反対の隅には，尊敬する友アラゴArago(訳注:1786~ 1853，フランス人物

理学者)の大きな胸像が立ち，二重窓の所にあるこ・三の緑色の植物がJ1fjiりになっていたかすかな

音と共に急に戸がi詞き，フンボルトがわれわれの方へすばやい歩調で近づいてきた.彼は力強く握手

をし，非常に誠実に，包み隠しなく二・三の歓迎の言葉を述べて，椅子をすすめたかなり多くの椅

子が本によってふさがっていたので，彼は急いで他の部屋へ走り，驚くべき敏捷さで一つの~:奇子を運

んできた.私は彼にア/レゲ、ランダ- Argelanc1er (訳注:1799~ 1875，天体物理学者〉の弟子として

紹介された彼は「私の尊敬する友人のj とそれに付け加えて，すぐに私に，ボンから直接来たの

かどうかを尋.ねた.初、がこれについて説明しようとした時，彼には私があまりに小声で話している

ようにみえたらしい.そこで，彼は急いで精子を動かして暖炉のそばに置き，私の腕を取って私をソ

ファーへ引き容せて， r大きい声で話して下さい. 私は耳が遠くなりかけています. まずつんぽにな

り，それどころか次には愚鈍になります」と話した. しかしこの時彼が非常に陽気で，その上ふざけ

たような自つきをしたので，私は真に情愛ある言行を彼に対して感じた.私は危く彼の手に接吻する

ところであった.彼は，私が一時の本〈私の学位論文)を手にしているのに気付いた それと分る態

度で，即座にそれを彼に波させた.彼は題iヨを見て，題担から熟達した才によってすばやく，ボンの

緯度についての問題を取り扱っていることを察した 私の測定が到達した精度の問題について数字を

あげると，その数字に対して彼はからかうように疑って答え，あたかも彼は，君たち天文学者は， 自

分が請け負える以上に自己と自分の器具を信じ過るといいたげであった.これに対する私の笑いなが

らの答えは，彼のi暗示を理解したものとして彼には気に入られたようであった.続いて，ボンから離

れてどのくらいたっか， と彼に閣か，h，私は故郷グリューンベノレク Grunberg と現在の業務をあげ
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た.彼は，砲術には数学者にとってもなお解決すべき多くのことが残されている， と述べた最近や

っと，若い将校が包の回転と射程距臨との関係について分析的なすぐれた論文を書いた. けーばら

しいjと私は答えた. 1"われわれ新兵は，まことに基本的な点で、助けられますJ 彼は心から笑って，私

がシュトュノレフェ Struve付近のプノレコワ Pulkowaにいなかったかどうかを尋ねた.彼はアノレゲ、ラ

ンダーの手紙から，そこについてのかすかな輪郭を思い出した 私は否定したが，未知の名もない若

い男に関連させて，きっとア/レゲ、ランダーが話したにちがいない計画を思い出した記憶力に，私は非

常に驚いた.少し休憩した後，私の友人ブノレーンス Bruhnsが， フンボルトがパリで書いた屈折に関

する論文について尋ねた， この質問は，屈折に関する彼のすべての研究， さらには同時代の他の人々

による研究について彼に話させる機会となったー この瞬間からほとんど休みなく，彼はほぼ 3/4時間

にわたって，豊かな思想と豊かな言葉を用いて話した. こうした彼の思想と言葉の設かさは，私を信

心深く敬度にさせた.私はこの間に，彼をもっと詳しく観察し，彼という人柄の像を焼き付-ける時間

を得た. この像は，心の中で私の道を照らし続けた彼の身長は高くはなく，前かがみというよりは

むしろずんぐりしているといえる.彼の顔には，あまり重要な特色ではないが，高齢であることが印

されている. しかし頭はまことに堂々たるだ円形をし，高くもりあがった端正な額は，衰えを感じさ

せない精神力を刻印していたそして彼が流l揚に，豊かな音の響きを伴って話す時，彼の顔の表情は，

口からほとばしる優美で高度な思想、を写し出す鏡のようであり，あらゆる禄相を映し出して輝くので

ある.彼が，彼の過去がもっ深さと広さにひたる時，その顔つきには，われわれが感ずることができ

るほどの王者の如き幸福の光が輝くのであり，彼は，多くのもっと若い科学者が永遠の羨望の的とし

ている人類の輝かしい頂点に立っているのである.屈折の問題に隠して，彼はそのよく知られた文献

に関する博識から，これについての解説がなされている多くの箇所を挙げ， さらに彼がど、オBiot(訳

注:1774~ 1862，パリ大学天文学・物理学教授〉と共同で行なった地上の光線屈折， とくに屡気楼の

研究を取りあげて，その際に fビオは，私関係非常に高齢である」と述べた.

それから彼は，この問題についてのモンジュ Mongeによる研究を非常に露骨な言葉で批判した.

『コスモス』における彼の批判は，控え目で穏やかなものであったので，これは私にとってたいへん

重要に思われたそれは性格的な特徴でも，意識的な節度でもないことが分った. wコスモス』はこ

れによって，一つのさらにまとまった不朽の著書として，また選りすぐられ，評価の下された著書と

しての特色をもち，全体の構想に関しでも完壁である. ブンボルトは引き続き，ヴォラストン VVolla-

ston (訳注:1766~ 1828，天体物理学の創立者〉の見事な実験を取りあげた グォランストはこの実

験で，火鉢の上で、屡気楼を生み出すことを知ったのであった

今や彼は徐々に質問の対象を離れて， どうして観念は記憶をIl手び起すことによって生まれるのかに

ついて取りあげ，議論し始めた この議論は，彼の話す言葉の優美さや，生き生きした直観のおかげ

だけでなく，私があえて全実在の主について説明し，十分活躍したおかげで，非常に楽しいものとな

った. この話し方の特色を記載するのは難しい.本来， これは一つの明瞭な思考なのである.忠い出

はわずかな記憶をたどることによって生まれるが，過去をさぐっていた想像力が一群のはつらつとし

た形像を導き出す時には，それが観念へまで、成長するのが分かる.新しい一つの記憶を 11予び起すこと
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は他の領域へも伝わり，同じように再び形像化が完了し，多様な形像と観念とは幸運にも結び付きす

われわれの下をすべりさって行くのである.それはあたかも，河川が変化の多い沿岸地域に沿って，

われわれを静かに下流へ運んで行くような気分である. しかし，われわれは強力で、壮麗な流れにいる

ことも感じている.その力は沿岸の岩が物語ってくれているが，河川は穏やかに静かに流れ，非常に

静かなTItiJきで湾内に小さな円を描く.

フンボルトの話し方は，すべてを研究と観察の環へ引き入れる不断の知的活動について，きわめて

小さな現象を測定し，一般化させることに熟達したすぐれた観察力について，そして最後に，彼が感

覚的にあ~3 くことができる美的な鑑識力と優美さについて，一つの解明がなされているように思えた.

彼は，広い土地をきわめて規則的に花嵐岩の切り石がおおい，島状の豊かな植生tこよって生命を与え

られているような地質上注目すべき場所について言及し，こうした場所と未開の自然のままの地域の

まっただ中の公園施設とを比較したが，彼があまりに楽しそうな様子であったので，すでに私が少年

時代に，熱帯世界への彼の熱烈!なl真美によって呼び起こされたあらゆるあこがれを思い出した.彼の

話し振りの事例として，すでに述べた屈折の問題の出だしの部分に関連した談話の短い断片を，でき

るだけ詳総に描写してみたい.

「そうです，塵気楼の現象は珍らしい自然現象ですが，信じられないほどよく起きています. 私は

アラゴ Aragoと一緒に午後の暑いH寺刻にパリのリュクサンブール公園を散歩するのを常としていま

したが，その時，ブドウの茂った建物の壁が，太陽の絶え間ない作用の下で，強烈!な熱の流動を生み

出しているにちがいないと思いつきましたたしかにそうで，すぐにわれわれは屡気楼にも気付きま

した.壁に沿って見ると，友人の腕が空liコにあるように見えました.宮殿の階段に沿っても，広場の

熱い砂の上でも産気楼が起きていましたこうした砂は，太陽の長時間にわたる作用で，時々ものす

ごく高温になってます.われわれは，私が間違っていなければ， 37IJ氏(氷点から沸点までを80度に分

けた寒暖計の単位)54
0

を測定したことがありました.アメリカ旅行中も，われわれは灼熱の砂から

とくに足を守らなくてはなりませんでした.私の仲間であったボンプランは，一度そのために足にヤ

ケドをしたのだと患います.ご、存知のように足は熱に耐えられる身体の一部ではありませんノ こ

れは舌です.それも舌へ提供される最高に熱いものは，アップ。ルソースや熱いコーヒーなのです.ァ

ラゴと私はこれについて試してみましたけど，約50
0

の熱さのコーヒーを舌の上でかなり我慢するこ

とができましたJ... ...など.

この断)すから，彼の思考が休むことなく働き， どんな小さな現象の締部までもとらえ， どんなに好

意的に開き手に興味をもたせたかがわかる.本当に彼が話しているのを見ると，彼が高齢であること

が訴しくなる.彼のこうした活発さや活動性は(もし彼が並の人であったなら〉ますます少なくなっ

てきた精根をずっと前に使い果たしてしまったであろうに.彼ははつらつとし，朗らかであり，さら

にせっせと『コスモス』に手を加えている.健康について尋ねると，彼は次りようにかわした: i私

は今でも，相変らずシヤノレロッテンブルク Charlottel1burgとベルリンとの間の道路上で生きていま

すJ. この時の彼の顔の表情は複雑であった. 一部は宮廷で彼に示される深い友情についてのうれし

さであり，一部は彼のu授が妨げられることの煩わしさであった. しかし意地の惑い世間では，巨匠フ
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ンボノレトはすごい現世主義者であり， どんな祝宴の際にも主のように楽しく過ごすといわれている.

彼の談話の最大の部分は，発見旅行の本質，結果，将来にj菊してであった.私はアフリカの旅行家

パノレト Barth(訳注:1821~1865，アフリカ研究者〉博士の死に言及し， この話題を彼に譲ることに

しfこ.

「気候は， とりわけ下流や谷でものすごいのです. なにしろオリノコ地方の河谷でかかった病気

のため，私の右腕は今でも弱いのだから.でも不運な旅行者たちにとって，アフリカのどこに河谷以

外の交通路があるだろうか.人生の浪費で、あって，成果は得られません.民族学や商業上の関心のた

めなら旅行は非常に有益ですが，自然科学にとってはちがう.そこでは何も採集できません.人々は

いつも脅かされ，強奪され，このような移動の際には，その場での観察はたいして意味をもちません.

私が持ち帰った採集物から，植物学者や地質学者による南米についての多くの解明が可能になりまし

た その結果， レオポノレド・フォン・ブーフ Leopoldvon Buch (訳注:1774~1853，地質学者でフ

ンボルトの友人〉は，実際に行ったことはありませんが，チンブラッソ一山の形成lこついて，私と同

じくらい詳しくなりました.アフリカへ行った人たちはいつも，また永久に彼らのチャド湖について

き， しかもぐるぐる堂々めぐりしている.侍医シェーンライン Schりnlein(訳注:1793~ 1864，フ

リードリヒ・ヴイノレヘルム1V1立の侍i去)の忠、子であり， もしかしたらあなたが知っている若い男もエ

ジプトを通り，アフリカ内部へ出発しました.私はj考rr固として彼に思いとどまらせ，むしろ中央アメ

リカの注目すべき火山地域の一つに長く滞在し，そこで採集ゃうかなり長期の観察旅行を行なうよう

にすすめました.そこで一定の休息と安全性を確保することによって，本格的な，成果のある研究に

没頭することができるのですJ

こういう感じで，フンボルトはかなり長い間話した.私は，私の見解が確認できて本当にうれしか

った. これによって， どんな点でも拡大することより深めることを擾先させることができる. フンボ

ルトは両者(拡大と深めること〉の巨匠であり，科学を拡大することによって，科学が目下構築する

かもしれない枠組を描いてきた.アフリカ旅行について話している時に急に名前を忘れると，彼は記

憶の穴をすぐに埋めるために素早く立って行った この習慣は，すくごれた記憶力を維持するために重

要な秘訣である.今や多くの本がめくられ，彼は急に名前を思い出した その後，彼はわれわれに多

くの地図や，アフリカ旅行家が送ってきた特殊な記録を見せてくれたそして最後に，近いうちにも

う一度来てほしいといって，われわれを見送った.

彼の豊かな談話を満喫し，彼の高い人間性に感銘し，また殺しみ深い彼の人柄をうれしく思いなが

ら私は科学の巨匠のもとを離れたが，今でもよく心の中で思い出があらたになり，彼の姿が浮かぶの

である.

13， 252 ff. 対ルドノレブ・ハイム I¥_udolf Haym (訳注:1821 ~ 1901，歴史家. 1856~q三にはずイノレ

ヘノレム・フォン・フンボノレトの伝記を出している.):ベルリン，盛夏 1856年. !レドルフ・ハイムは

次のように報告している:
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オラニエンブルガ一通りの家に私が初めて立ち寄った際，まず奉公人〔ヨハン・ザイファ-johann 

Seifer]から，彼の閣下〔アレキサンダー・フォン・フンボソレト〕をそう簡単には訪問できないだけ

でなく，あらかじめ文書で詩願した謁見だ、けを引き受けると知らされた. こうした謁見が私に許され

たことを，丁重という以上に親初で特別な手紙によって知った.同n寺に，この尊敬すべき人は，私が

送った本23)のおネしをいってきた胸をおどらせながら，私は実際二日後に謁見のために到着した.階

段で私を検150する軍人に出会い，その後すぐに私は著名な人の前に立った.学者である以上に宮内官

であり，現代よりも過去の時代に合った服装をし，威厳以上に端正な人の前に立ったのであった一一一

高いエリ飾りの上の大きな頭は，いく分横に傾いている一一-87歳の白髪の老人であった.指摘された

時間を厳守しなかったことを非難しながら私を迎えたので，私の勇気は高まらなかった.たった今，

フォン・へーデ、マン vonHedemann将軍は彼の家から立ち去った24) 私がここで将軍に一緒に会う

ことをフンボノレトに不可能にさせてしまったと彼は悔やんだ.われわれは再び座った.私は，私一人

を接待してくれたことに対するあらゆる尊敬と感謝の念を， もしかしたらあまりにくどい言い回しで

述べた.彼は私と話をしたが，あまり友好的ではなかった.彼は「前おきはやめて/Jと命令した.

それゆえ私に残されたことは，彼が彼の兄の生涯に関する記録をもっていないかどうか尋ねることだ

けであった彼はこれをすげなく，またきっぱりと断わったが， しかしすぐに，私の叙述では，個々

の人物があまりに理二想的な姿で描かれていることをほのめかした. たとえば，ヘンリエッテ・ヘルツ

Henriette Herz (訳注:1764，-.， 1847，医師マルクス・ヘルツの夫人)がそうである.彼女に関する彼

の報告は，確かに正当であった一一一それは純粋な逸話で、あり， うわさ話であり，あまりにおもしろい

回想のスタイノレを採っていたので，彼はきわめて辛叛なことをフランス諾でいったー これに対して私

はほとんど答えられなかった.私も，諮願者として彼の所へ来たのではなかったそれで，私に対し

て好意的な彼の善意が生まれていることを彼がきれぎれにほのめかした時，私は驚いた.彼はシュラ

ギントグァイト Schlaginhveit兄弟(訳注:ヘノレマン， アドノレフ， ロベノレトの三兄弟で， いずれも18

50年代中頃にインド・ヒマラヤを調査している〉の名をあげた.彼は兄弟を助けて，インド旅行を達

成させた. 2番目の男，シュレスヴィッヒごホノレシュタイン人の名前をあげようとした. しかし，そ

の名前は彼の口から出てこなかった.彼の考えていることを助けられないのは，私にとっても，彼に

とっても苦痛であった.彼は不気嫌さを隠さず，腹だたしく足でj未を強く踏んだ.夜、は，最後の挨拶

および感謝の言葉と共に，舞台に結末をつけられたことをうれしく思った，それから私は，まことに

消然と立ち去った.私はとても失望した.アレキサンダー・フォン・フンボルトはフアノレンハーゲン

との往復書簡によって知られているが，私が会った彼は偉大な学者で、はなく，一人の老人で、あった

5， 52-53. 対 lグィノレヘノレム・ブエノレスター ¥tVilhelm Foerster :ベルリン 1858年と 1859年. グィ

ノレ、ヘノレム・フェノレスターは次のように報告している

私は1858年春にベルリン大学哲学部で，天文学の私講師としての資格が認められた当時，エンケ

Encke (訳注:1791，.._， 1865，ベルリン大学天文学教授)教授がなお天文学の主要な講義をしていたの
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で，私は1858年夏学期に，まず天文学史についての講義から始めた. この講義は，今まで、大学ではほ

とんど支持されていなかった.

かつて私をボンへ導いたのも，次にベノレリン天文台で観察と計算をしていた最中に，まさに天文学

の発達に貢献する広大な文化史の研究に私を没頭させたのも， フンボノレトの『コスモス』であった.

車、はギムナジウムの頃からギリシア文学がとくに好きだったので，まずギリシアの天文学者について，

ギリシア天文学と一方では原始民族の星学との関係について，他方ではアラピアおよびキリスト教中

世の星学との関係についてが，私の最も楽しい研究となった.

そしてこの時に，歴史学と天文学におけるこの分野の研究で，私は特別な幸運に恵まれた.ギリシ

ア精神1312の偉大な専門家であるアウグスト・ベックは，高齢になってから非常に集中的にギリシア天

文学の研:究， さらにピタゴラスとプラトンの哲学とギリシア天文学との関係についての研究を始めた.

このベルりン大学哲学部の尊敬すべき老練家は，その後ある日私の師エンケ教授に， もっと若い天文

学者に彼の研究の計算を手伝ってもらいたいと話した.私の研究にとって， こうした研究共同体以上

に良い環境は見い出せなかった私はきわめて重要な老紳士のために，器用に技術上の援助を提供す

ることができた私が提供するこうした友好的な援助に対-して，彼は感動的な感謝の念から，私の歴

史の研究に計り女1]れないほど独特で，また深い洞察を与えてくれた.

次に1858年と 1859年にも，このまことに理想的な研究状態と同じような関係が生まれた.エンケが

私をアレキサンダー・フォン・フンボルトの下に推薦してくれた. 90歳になるこの偉大な人は『コス

モス』の編集を続けていたが， I時々天文学の分野の文献についてわずかな協力を必要とした.私は，

これらの文献を彼に天文台から届けることができた.ベックと同様に，老紳士は若い手伝いに対して

筆舌に尽くし難いほど親切であった.長時間彼の下で働いたi時には，特別な方法で私をねぎらってく

れた. こういう時には「ちょっと話しましょうJといいながら，何の苦労もないこの永遠に豊かな追

憶の世界が， どんなに連想におぼれているかがはっきりと感じとれるほどに，彼は天と地とを包括す

る豊かな精神生活から，思い出と経験とをつなぎ、合わせるのであった私は一度仏身体上すで、に年

をとり弱くなってはいるが，諮ることにおいてはほとんど休みなく活動する白髪の彼の下でのように，

この追憶の世界が，この上なく幸福な自治権を得ているという印象をもったことはなかった.そこで

はフランス革命期とナポレオンl時代の映像が，つい最近の事件や，希望に満ちた国際的な科学機構の

設立への展望と同時にあらわれ，次には荷:び南アメリカの巨大な山地の世界や中央アジアのステップ

からの描写がなされ，そして最後にもしかするともう一度，はるか彼方への思索に賛美が行われるの

であった.当時ちょうど，このはるか彼方への思索が気力の維持という教義のベールを取り始めてい

た

1) Ges戸1'acheAlexanden von H旬mboldts.Hrsg im 

Auftrage der Alexander "on Humboldt-Kommis-

sion der Deutschen Akademie der Wissenschaften 

J王

zu Berlin von Hanno Beck. Berlin 1959. 

ベノレリンのドイツ学土続，アレキサンダー・フォ

ン・フンボルト委員会の依頼で，ハノ・ベックによ
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って『アレキサンダー・フォン・フンボノレトの談話』

が1959年に出版された，

2)フンボルトはこれに関して次のように述べた

「プロイセン王国はまるで悪夢である.この国は多

数の断片から形成されているので，プロイセンとい

う国民性はまったく虚構であるJ James Pope-

Hennessy: l¥1011ekton j¥1ill1es [Lol'd Ho吋 htonJ.

Bd. 1 London 1949 S. 213'. フンボノレトについて

のメモの中での人dolpheQueteletの意見も，この

ような対話の印象とは対照をなす (Ann14，αil'eAc. 

RoyαJβ Sc. de 13elge， Bruxelles 26 (1860J S. 102， 

Anm. 1) : I時として彼の会話は続き，卒、らつな皮

肉の刻印には非常に驚かされた これらは，ほとん

ど経験したことのない人々を不安にしたJ.

3)発表された書:評は，筆者のフンボルトコレクショ

ンの中にほぼ完全に記録されている.

4)これについては， Lotte Kellnet博士， ロンド

ン， Kurt-R. Biermann博士，ベルリン， ]ohannes 

Eichhorn博士， Kleinmachnow， Fritz G. Lange 

氏〉ベノレリン， U1rich-Dieter Oppitz氏， エッシ

ュグェーゲ， Adalbert Plott 博士，ライプチヒ，

Fritz Schir・me氏，ハレ， Hans-Karl Schneider博

士，ハンブノレク，に心から感謝したい.一一ーザグセ

ン]ohann国王と，プロイセンFriedrichWilhelm 

N世および Wilhelm1世との往復書簡における対

話は採用されなかった (Leipzig 1911 S.27f.); 

"The Life， T1'α:vels ancl 1300ks of Alexα?ηcler voη 

H悦1nooldt"(by Hichard Henry Stoddard). ¥Vith 

an lntroduction by Bayard Taylor. New York 

1859の著書から¥iVilhelmEnnanの著書におい

て (Pau，lE門nan，ein 13Ml向 e1'Gelehteηleben 1764 

-1851. Berlin 1927 S. 182 ft.); Rudolph v. Del-

bruckの 1817年から 1867年までの回想録において

くLeipzig1905， Bd. 1 S. 27， 86， Bd. 1i S. 3); J. 

T. C. Ra tzeburgによる Forstωiss.Schriftsteller-

Lexikoη から (Berlin 1874 S. 262 f.); Eilhard 

Mitscherlich著作集から (Berlin 1896 S. 62 f.， 

76-79， 83 f.) ; C. G. J. JacoliとM.H. Jacoli往復

書簡集から (Leipzig 1907 S. 117 f. S. 132 f.， S. 

75); Heinrich Weberの著書から(WilhelmWeber. 

Eine Lebeηsshizze. Bresla.u 1893 S. 11 f1.) ;“Aus 

meinem Leben"一一-Aufzeichnunge江 desPrinzen 

Kraft zu Hohen10heclngelfingen (2. Bd. 7. Au丑.

Berlin 1906 S. 21 ff.). 

5) 1848年ク Yスマスの翌日 Litera turverzeichnis 

Nr. 9， Bd. 1 S. 348 f.参照

6) Hanno Beck Gesprache，前掲1)S. 238 ff.， 243 

-249. 

7) Hanno Beck : Alexander von H14，mboldt ...… 2 

Bde. Wiesbaden 1959， 1961，ここでは Bd 1I S. 

202"-'205. 

8) Karl Gutskow : 13eyline7' Eバnnerung1-nzd Erleb-

nisse. Hrsg. v. Paul Friedlander. Berlin 1960 

S. 351 ff. 

9) Charles-Augustin Sainte-Beuveは， rフンボノレ
トは手1=';常に長いいくつかの文章で表現したが，その

i探，いつも彼は一つの文章の終わる時にではなく，

まん中でだけ一息つくほど整っていたJと主張した，

R. Bouvier u. E. }¥ilaynial: De1' Botαnil?e1' von 

λ1al，ηαiSOl1. Aime 13011Jうland，ein Fl'eund AleλFα11.-
der von Humboldts. Neuwied 1949 S. 9. 

10) Karl ¥'on Holtei: Die Eselsf1'esser. Bd. 1I 

Breslau 1860 S. 220-223. 

11) Adolf Bernhard Marx: Erinnel'制もgα'Us111et11e111 

Leben. Bd. 1I Berlin 1865 S. 122 f1. 

12) Life and Letters of Sir CharZes Hαlle. Edited 

by His Son， C. E. Halle and His Daughter， l¥'1arie-

Halle. London 1896 S. 99 f. 

13) Cha1'les Babba.ge's Pα'，ssαges f1'o111. tlze Life of α 

Philosopher. London 1864 S. 198-202. 

14) Doveはここで，上記の Karlvon Holteiの記

裁もあげている.

15) “Ansichten de1' Nat下帆 mit wissen叫んαftlichen

Erlauteru11gen" (3. AufL 1. Bd. Stuttgart I 

Tubingen 1849 S. 323)において，フンボルトは次

のように記している r熱帯林がすべて原始林なの
ではない.私の旅行記の中では，後者の言葉はほと

んど使用されていないが，現在生存している自然研

究者の中で，私とポンプラン，マノレティウス，ベー

ピッヒ， ロベノレト Hobertとリヒアノレト・ションブ

ノレク RichardSchomburgkが最も長く大大陸の内

部の原始林の中で生活したと信じているJ.

16)フンボルトはこの海流の水温誤IJ定を最初に行なっ

たことだけを自分の業績として必要とした.

17)それでもフンボルトは，彼の“RelationHisto-

rique" (3 Bde. Paris 1814， 1819， 1825}の中で，

たいへん多くの水文学上の研究を報告している.

18) Heinrich Berghaus: Allgemeine Lander-und 

VoZke1'kuude. Bd. 1 Stuttgart 1837 S. 575-583. 

19) Eduard Bushmannの“Register uber den 
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I{osmos" (I{oSIJ1，OS， Bd. V Stuttgart 1862 S. 349) 

では， もっと多くの言及がなされている

20) 1848:9三 1月7自にフンボルトはこのスケッチに署

名した.

21)フンボノレトは当時“]{osmos.E11tωωI einer phy-

sisιheη Weltbesιh1'eibu'ng"の第 3巻 (St叶:tgart/ 

Tubingen 1850)に従事していたにちがいない. と

いうのは 2巻はすでに1847年に出版されたからで

ある.

22)フンボノレトは当時 “Aηsichteη ael' N，α~tU1' ， mit 

wisse下7Sιhaftlichen Eγlauteγungen" のr3思思の
改訂・培補Ji反J(Stuttgart / Tubingen 1849)に従

事していた.
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Hanno Beck: “Z江rGeschichte der Alexander-von-Humboldt-

Forschung" and “Hinweise auf Gesprache 

Alexander von Humboldts" 

Hiroshi SASAKI and Momoyo T AMURA 

These are the translation of two articles by Hanno Beck in the book，“Alexander von 

Humboldt ¥iVerk und ¥iVelgeltung"， Herausgegeben von Heinrich Pfeiffer fur die Alexander 

von Hl1mboldt-Stiftung， R. Piper & Co Verlag， Munchen， ¥vhich is published in 1969， in the 

year of the 200 th anniversary of his birth. 

Hanno Beck is most famous for a german researcher abol1t Alexander vo江 Humboldt

and the history of natl1ral sciences. Hanno Beck stl1died 1王istory， German and wrote a 

doctor's thesis in 1951 at the University of Marburg， and habilitated fo1' the histOI・Y of 

national sciences in 1963， and since then give a lecture on this subject at the University of 

Bonn. 

The research on A. v. Hum_boldt begann already in this life. But he forbad the publi-

ca tion of his leUers by his last ¥九rill.， which stopped the research about him. 1n due COl1rse 

his letters ha ve been pudlished just like a丑oodin Germany， France， Great Britain， U. S. A. 

and Latin American cOl1ntries. Hanno Beck gathered the letters of A. v. Humboldt and his 

m_any relatives with great efiort. 

Reser・chon. A. v. Hamboldt in ]apan is very few and on1y carried out by S. Noma， O. 

Nishikawa， K. hvata. R. Yasugi， 1. Maejimi a凶 M.Ohmori.
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